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三・一一以後の電力市場改革序説（一）
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「
残
り
の
時
間
が
少
な
い
と
思
う
と　

悔
し
く
な
る
。

や
り
た
い
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
が　

た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
」

�

（
小
松
左
京
「
私
の
履
歴
書
」
二
〇
〇
六
年
七
月
三
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
四
〇
面
）

一　

は
じ
め
に

（
一
）　
本
稿
の
成
り
立
ち

　

私
事
に
わ
た
り
恐
縮
な
が
ら
、
昨
二
〇
一
七
年
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
研
究
の
旗
揚
げ）

1
（

か
ら
四
〇
年
、
明
二
〇
一
九
年
は
慶
應
義

塾
退
職）

2
（

か
ら
一
〇
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
。
明
治
学
院
大
学
法
科
大
学
院
勤
務
の
二
〇
一
〇
年
に
、
こ
れ
ま
で
執
筆
し
て
き
た
主

要
論
文
の
う
ち
、
原
子
力
を
除
く
電
力
・
ガ
ス
及
び
政
府
規
制
産
業
に
限
定
し
て
一
冊
に
と
り
ま
と
め
た）

3
（

。
と
は
い
え
紙
数
の
関
係

で
外
国
法
研
究
は
、
い
っ
さ
い
収
録
で
き
な
か
っ
た
。
翌
二
〇
一
一
年
に
は
、
ジ
ュ
リ
ス
ト
新
年
特
集
「
二
一
世
紀
日
本
法
の
変
革

と
針
路
」
に
執
筆
の
機
会
も
与
え
ら
れ
た）

4
（

。

　

右
記
二
点
は
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
一
年
三
月
の
福
島
原
発
事
故
前
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
意

味
か
ら
、
三
・
一
一
以
後
の
動
き
を
検
討
す
る
責
務
を
感
じ
執
筆
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
た）

5
（

。
私
自
身
が
節
目
の
年
を
迎
え
て
い
る

　
（
三
）　
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
」
？

　
（
四
）　

真
の
「
電
力
な
い
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
シ
ス
テ
ム
改
革
」

六　

結
語

　
（
一
）　

本
稿
の
ね
ら
い

　
（
二
）　

命
題
の
検
証
結
果

　
（
三
）　

展
望

�

（
以
上
、
九
十
一
巻
十
号
）
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こ
と
に
加
え
、
大
震
災
・
津
波
・
原
発
事
故
の
混
乱
か
ら
七
年
が
経
過
し
て
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
も
か
な

り
落
ち
着
き
を
み
せ
て
き
た
。
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
一
〇
年
前
の
二
〇
〇
八
年
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
ジ
ョ
ス
コ
ウ
教
授
が
電
力
自
由
化
か
ら

の
教
訓
を
論
じ
る
論
文
を
公
表
し
て
い
る）

6
（

。
ジ
ョ
ス
コ
ウ
教
授
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
私
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
規
制
改
革
に
つ
い
て
感

じ
考
え
て
い
る
こ
と
を
率
直
に
述
べ
て
み
た
い
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

　

そ
こ
で
本
年
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
六
月
九
日
、
一
橋
大
学
一
橋
講
堂
で
の
公
益
事
業
学
会
大
会
初
日
午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
シ
ス
テ
ム
改
革
と
公
益
事
業
の
構
造
変
化
」
に
先
立
つ
午
前
の
電
力
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
、「
電
力
・

ガ
ス
市
場
改
革
の
現
在
・
過
去
・
未
来
―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
四
〇
年
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
」
と
題
し
て
報
告
の
機
会
を
得
た
。
そ
ろ
そ
ろ

研
究
の
集
大
成
を
遺
言
的
に
報
告
す
べ
き
年
齢
に
達
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
七
〇
歳
を
境
に
審
議
会
や
（
毎
年
恒
例
の
）

海
外
出
張
等
か
ら
は
隔
離
さ
れ
、
い
さ
さ
か
浮
き
世
離
れ
し
た
「
今
浦
島
」
か
も
知
れ
な
い
が
、
考
え
方
に
よ
っ
て
は
忖そ

ん

度た
く

無
）
7
（

用
の

身
と
い
う
特
権
的
な
地
位
に
も
あ
る
。
そ
こ
で
報
告
で
は
、
ま
ず
思
い
付
く
ま
ま
に
重
要
と
思
わ
れ
る
若
干
の
検
証
命
題
を
非
体
系

的
に
提
示
し
た
う
え
で
、
敢
え
て
一
切
の
タ
ブ
ー
を
排
し
思
い
切
っ
て
大
胆
に
検
証
す
る
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
、
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ

的
な
途
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

学
会
報
告
に
際
し
て
、
公
益
事
業
学
会
会
員
に
事
前
送
付
の
「
予
稿
集
」
原
稿
（
文
献
表
除
き
Ａ
4
判
本
文
四
枚
）、
報
告
草
稿
原

稿
、
当
日
の
報
告
メ
モ
（
Ａ
4
判
九
枚
）
の
合
計
三
文
書
に
分
け
て
準
備
を
積
み
重
ね
た
。
本
稿
は
、
二
〇
分
間
と
い
う
口
頭
報
告

時
間
制
限
の
た
め
に
割
愛
し
た
文
書
に
加
え
、
当
日
会
場
で
戴
い
た
コ
メ
ン
ト
な
ら
び
に
質
問
も
織
込
み
、
必
要
最
小
限
の
注
記
を

施
し
て
、
論
文
と
し
て
構
成
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
課
題
は
刻
々
と
動
い
て
い
る
テ
ー
マ
な
の
で
、
本
稿
に
お
け
る
本
文
部
分

は
、
学
会
報
告
前
日
（
二
〇
一
八
年
六
月
八
日
）
時
点
で
凍
結
し
、
本
稿
執
筆
時
ま
で
の
新
た
な
動
き
・
情
報
は
、
註
記
部
分
で
補

う
一
方
、
校
正
時
点

0

0

0

0

で
の
新
情
報
に
よ
る
加
筆
0

0

は
断
念
0

0

し
た
。
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（
二
）　
検
証
作
業
に
入
る
前
に

　

一
九
九
三
年
、
Ｎ
Ｙ
で
の
在
外
研
究
か
ら
帰
国
後
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
年
号
の
記
憶
は
あ
い
ま
い
で
、
お
そ
ら
く
一
九
九

五
な
い
し
九
六
年
頃
と
思
わ
れ
る
旧
盆
に
、
東
京
大
学
山
地
憲
治
教
授
（
当
時
）
か
ら
紹
介
さ
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｔ
ド
ク
ト
ラ
ン
ト
（
徹
底

的
菜
食
主
義
者
）
の
イ
ン
タ
ヴ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。「
日
本
は
英
米
に
比
べ
て
電
力
の
自
由
化
が
遅
れ
て
い
る
が
、
そ
の
真
の
理
由

は
？
」
と
の
彼
の
核
心
的
質
問
に
対
し
て
、「
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
（
当
時
の
通
商
産
業
省
）
と
電
力
（
と
く
に
東
電
）
と
の
パ
ワ
ー
・
ス
ト
ラ

グ
ル
（Pow

er�struggle

）
の
結
果
」
と
答
え
た
。
彼
は
半
ば
驚
き
半
ば
納
得
の
顔
で
「
い
ま
ま
で
訪
問
し
た
産
官
学
の
誰
も
教
え

て
く
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
よ
く
理
解
で
き
た
」
と
の
反
応
で
あ
っ
た
。
法
律
家
ら
し
か
ら
ぬ
右
の
回
答
は
、
第
一
に
、
一
九
八
五

年
以
来
ド
イ
ツ
Ｒ
Ｗ
Ｅ
社
、
一
九
八
九
年
以
来
ル
ア
ガ
ス
社
を
ほ
ぼ
毎
年
定
期
的
に
訪
問
し
て
意
見
交
換
を
続
け
て
き
た
過
程
で
体

得
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
と
連
邦
経
済
省
な
い
し
Ｅ
Ｕ
競
争
総
局
と
の
「
力
関
係
」
の
推
移
、
第
二
に
、
一
九
九
二
学
年
度
Ｎ
Ｙ
コ

ロ
ン
ビ
ア
法
科
大
学
院
で
連
邦
電
力
規
制
前
夜
の
一
九
二
〇
年
代
を
分
析
の
折
に
痛
感
し
た
問
題
意
識）

8
（

の
産
物
で
あ
る
。

　

私
が
審
議
会
に
関
わ
っ
た
時
期
に
は
、
規
制
改
革
に
よ
っ
て
「
事
前
（ex�ante

）
規
制
か
ら
事
後
（ex�post

）
規
制
へ
」
と
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
さ
ん
ざ
ん
耳
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
三
・
一
一
以
降
顕
著
な
こ
と
だ
が
、
民
主
党
系
内
閣
・
自
民
党
系
内
閣
を

通
じ
て
右
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
何
処
へ
や
ら
、
電
力
市
場
及
び
事
業
者
に
対
す
る
政
府
の
介
入
が
数
段
強
化
さ
れ
た
。
電
力
会

社
、
電
力
市
場
に
対
し
て
、
行
政
は
、
番
犬
（w

atchdog
）
な
ら
ぬ
生
殺
与
奪
の
権
を
有
す
る
番
人
・
巨
象
（
私
の
造
語
で
あ
る

w
atchelephant

））
（
（

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
戦
時
中
す
ら
民
営
・
国
家
管
理
に
と
ど
ま
り
「
国
有
化
」
ま
で
は
さ
れ
な
か
っ
た
民
営
電
力
会
社
は
、
戦
後
の
電
力
再
編
成

や
原
子
力
発
電
導
入
等
の
節
目
に
お
け
る
「
官
対
民
」
政
治
力
学
（Pow

er�struggle

））
（1
（

の
場
で
そ
れ
な
り
に
存
在
感
を
示
し
て
き

た
。
と
こ
ろ
が
三
・
一
一
以
降
、
民
営
電
力
会
社
の
エ
ー
ス
で
あ
る
東
京
電
力
株
式
会
社
は
持
株
会
社
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
に
な
り
、
現

状
、
国
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
）
が
五
〇
％
弱
の
筆
頭
株
主
で
「
民
営
」
色
が
薄
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
抜
き
に
し
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て
三
・
一
一
以
後
の
電
力
市
場
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
は
、
も
っ
ぱ
ら
電
力
市
場
の
「
未
来
」「
将
来
像
」
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
の
時
間
軸
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
は
、

学
会
報
告
時
点
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
に
か
け
ら
れ
て
い
た
「
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」）

（（
（

の
目
標
年
次
二
〇
三
〇
年

（
こ
れ
は
第
四
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
と
き
と
同
一
）
で
あ
り
、
そ
の
先
に
は
経
済
産
業
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報
懇
談
会）

（1
（

が
検
討
し
た

（
私
の
寿
命
は
尽
き
て
い
る
？
）
二
〇
五
〇
年
が
あ
る
。
ち
な
み
に
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が
人
知
を
上
回
る
と
の
予
想
の
シ
ン
ギ
ュ
ラ

リ
テ
ィ
（Singularity
）
が
二
〇
四
五
年
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

本
稿
で
は
詳
論
で
き
な
い
が
、
電
力
市
場
の
自
由
化
や
規
制
改
革
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
国
に
よ
っ
て
改
革
ス
タ
ー
ト
時
の
事
業

所
有
形
態
（
民
営
か
国
公
営
か
混
合
か
等
）、
事
業
形
態
（
発
送
配
電
垂
直
統
合
型）

（1
（

か
発
送
・
配
電
分
離
型
か
、
垂
直
統
合
と
配
電
と
の
混

合
型
か
等
）、
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
（
と
く
に
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
）
の
状
況
、
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
状

況
等
、
余
り
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
電
力
業
界
の
長
老
の
口
癖
を
私
な
り
に
翻
訳
す
る
と
「
わ
が
国
は
戦
後
の
電
力
再
編
に
よ
っ
て

他
の
先
進
国
に
は
な
い
発
送
配
電
垂
直
統
合
の
九
（
沖
縄
を
い
れ
一
〇
）
電
力
体
制
と
い
う
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
連
邦
制
の
米
国
や
Ｅ
Ｕ
市
場
統
合
過
程
の
Ｅ
Ｕ
は
、
ま
だ
事
業
『
統
合
』
の
プ
ロ
セ
ス
に
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
む

ろ
ん
日
本
型
と
て
完
璧
な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
進
化
の
過
程
に
あ
る
と
の
主
張
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
肯
定
的
評
価
も
一
面
を

突
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
と
電
力
市
場
の
規
制
改
革
に
お
い
て
は
、
わ
が
国
は
欧
州
及
び
米
国
（
の
一
部
州
）
よ
り
も
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
さ
り
と
て

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
異
な
る
他
国
の
制
度
を
安
易
に
そ
の
ま
ま
移
入
・
継
受
す
る
の
は
場
違
い
の
リ
ス
ク
が
伴
う
こ
と
を
否
定
で

き
な
い
。
で
は
、
三
・
一
一
以
後
の
わ
が
国
の
電
力
市
場
改
革
は
、
右
の
（
長
所
・
短
所
を
と
り
ま
ぜ
た
）「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
」
的
な
わ

が
国
電
力
市
場
を
前
提
に
し
て
、
こ
れ
へ
の
改
革
の
処
方
箋
と
し
て
、
改
革
「
後
発
」
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
き
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
？　

そ
れ
と
も
「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
と
ば
か
り
に
安
易
な
模
倣
の
寄
せ
集
め
的
「
継
ぎ
接
ぎ
細
工
」
に
走
る
急
ぎ
過
ぎ
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た
改
革
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ
が
本
稿
を
流
れ
る
根
本
的
な
問
題
意
識
で
あ
る
。

（
三
）　
本
稿
の
構
成

　

以
下
に
お
け
る
本
稿
の
構
成
を
示
す
。

　

ま
ず
二
で
、
学
会
予
稿
集
に
お
け
る
（
厳
密
に
は
ガ
ス
市
場
に
特
化
し
た
一
命
題
を
含
む
）
八
つ
の
検
証
命
題
と
、
各
命
題
毎
に
付

し
た
ソ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
・
メ
ソ
ッ
ド
の
手
引
き
と
し
て
の
ア
サ
イ
メ
ン
ト
的
な
コ
メ
ン
ト
と
を
再
録
す
る
。

　

そ
の
う
え
で
三
以
下
に
お
い
て
、
八
検
証
命
題
の
う
ち
、
学
会
当
日
に
重
点
的
に
論
じ
た
数
点
の
検
証
命
題
に
限
っ
て
詳
論
す
る
。

本
稿
で
論
じ
き
れ
な
か
っ
た
他
の
検
証
命
題
（
な
か
に
は
自
分
自
身
、
未
成
熟
の
も
の
も
あ
る
）
は
、
後
日
の
課
題
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。

　

な
お
本
稿
を
、
三
・
一
一
を
契
機
に
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
「
♬
現
在
・
過
去
・
未
来
」（
渡
辺
真
知
子
「
迷
い
道
」）
の

再
検
討
作
業
に
お
け
る
「
露
払
い
」
役
、
い
わ
ば
「
つ
な
ぎ
」
論
文
と
考
え
て
い
る
が
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機
能
の
衰
え
等
か
ら
、

詳
細
・
綿
密
な
文
献
検
索
・
文
献
照
合
の
根
気
が
失
せ
て
い
る
点
、
読
者
各
位
の
ご
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

（
1
）　

藤
原
淳
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
学
の
現
状
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
序
説
」
法
学
研
究
五
〇
巻
一
二
号
三
六
一
頁
（
一

九
七
七
）。

（
2
）　

藤
原
淳
一
郎
「
最
終
講
義
・
行
政
法
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
・
政
府
規
制
産
業
法
の
課
題
」
法
学
研
究
八
二
巻
七
号
四
三
頁
（
二
〇
〇

九
）。

（
3
）　

藤
原
淳
一
郎
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究
―
政
府
規
制
の
法
と
政
策
を
中
心
と
し
て
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
〇
。
同
書
に
つ
き
、
岸
井

大
太
郎
・
書
評
・
公
益
事
業
研
究
六
二
巻
二
号
七
七
頁
（
二
〇
一
〇
）
が
あ
る
。
同
書
は
、
二
〇
一
一
年
度
日
本
公
共
政
策
学
会
学
会

賞
・
作
品
賞
を
受
賞
し
た
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
は
逸
し
た
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
一
一
年
五
月
号
九
四
、
九
五
、
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九
七
、
九
九
頁
参
照
）。

（
4
）　

藤
原
淳
一
郎
「
二
一
世
紀
日
本
法
の
変
革
と
針
路
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
法
と
政
策
―
一
〇
年
の
回
顧
と
展
望
』」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
一

四
号
二
一
六
頁
（
二
〇
一
一
）。

（
5
）　

三
・
一
一
以
降
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
の
雑
誌
以
外
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
論
文
執
筆
を
差
控
え
る
一
方
、
次
世
代
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
会
（
主
査
・
横
山
明
彦
東
大
教
授
）、
公
益
事
業
学
会
等
の
研
究
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
耳
学
問
の
ほ
か
、
次
の
よ
う
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
パ
ネ
リ
ス
ト
）・
講
演
・
講
義
等
を
こ
な
し
て
き
た
（
年
代
順
）。

　

日
本
大
学
大
学
院
特
別
講
義
「
三
・
一
一
以
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
学
の
課
題
」（
二
〇
一
二
）、
第
二
東
京
弁
護
士
会
消
費
者
対
策
委
員

会
主
催
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
地
方
自
治
と
原
子
力
行
政
の
あ
り
方
、
そ
し
て
消
費
者
」（
司
会
・
川
井
康
夫
・
紀
藤
正
樹
両
弁
護
士
）
パ

ネ
リ
ス
ト
（
他
に
猪
瀬
直
樹
東
京
都
副
知
事
［
当
時
］、
橋
本
大
二
郎
元
高
知
県
知
事
、
佐
藤
栄
作
久
元
福
島
県
知
事
）（
二
〇
一
二
）、

日
本
大
学
大
学
院
特
別
講
義
「
電
力
改
革
に
お
け
る
発
送
電
分
離
論
」「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
の
わ
が
国
市
場
へ
の
影
響
」（
二
〇
一
三
）、

公
益
事
業
学
会
ガ
ス
事
業
制
度
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
四
）、
原
子
力
学
会
社
会
経
済
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
）「
大
飯
原
発
差
止
め
訴
訟
判
決
の
読
み
方
」（
二
〇
一
四
）、
日
本
大
学
大
学
院
特
別
講
義
「
電
力
・
ガ
ス
小
売
り
自
由
化
の
現
状

と
課
題
」「
わ
が
国
に
お
け
る
原
子
力
法
制
の
課
題
と
展
望
」（
二
〇
一
四
）、
民
主
党
（
当
時
）
政
策
審
議
会
経
済
産
業
部
門
電
力
・
ガ

ス
・
シ
ス
テ
ム
改
革
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
「
電
力
・
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改
革
の
課
題
」（
二
〇
一
五
）、
井
畑
陽
平

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
の
規
制
改
革
と
競
争
政
策
・
平
成
二
七
年
度
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
」
日
本
経
済
法
学
会
編
・
日
本
経
済
法
学
会

年
報
三
七
号
・
一
五
三
、
一
五
四
頁
（
藤
原
は
フ
ロ
ア
質
問
要
員
。
二
〇
一
六
）。
こ
れ
ら
が
研
究
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
に
な
っ
た
こ

と
を
関
係
各
位
に
感
謝
し
た
い
。
格
別
支
持
者
で
も
な
い
の
に
、
民
主
党
（
当
時
）
か
ら
お
声
が
か
か
っ
た
経
緯
は
不
詳
で
あ
る
。

（
6
）　Joskow

,�Lessons Lerned From
 E

lectricity M
arket Liberalisation,�［2008

］�Energy�Journal,�Special�Issue

（
7
）　

い
ま
や
流
行
語
の
感
の
あ
る
「
忖
度
」
の
遠
因
に
つ
い
て
、
二
〇
一
八
年
六
月
二
五
日
―
二
八
日
付
日
本
経
済
新
聞
一
面
連
載
「
政

と
官
・
ゆ
が
む
統
治
」、
中
北
浩
爾
「
忖
度
生
む
土
壌
・
官
邸
へ
チ
ェ
ッ
ク
利
か
ず
」
同
月
二
八
日
付
け
同
紙
五
面
参
照
。

　

二
〇
一
七
年
二
月
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
貫
徹
の
た
め
の
政
策
小
委
員
会
・
中
間
と

り
ま
と
め
」
は
、
冒
頭
の
「
基
本
的
考
え
方
」
に
お
い
て
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
引
合
い
に
出
し
、
安
定
供
給
の
確
保
、
料
金
の
最
大
限

の
抑
制
、
事
業
者
の
事
業
機
会
及
び
需
要
家
の
選
択
肢
の
拡
大
の
三
点
が
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
目
的
と
す
る
。
右
の
政
策
目
標
の
う
ち
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こ
と
に
後
者
二
点
は
、
藤
原
・
前
掲
註
（
3
）・
一
五
四
―
一
五
六
頁
（
初
出
・
二
〇
〇
二
年
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
以
前
か
ら
の
規
制

改
革
の
延
長
線
上
に
あ
り
、
安
倍
政
権
に
な
っ
て
急
に
出
て
き
た
話
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
結

び
つ
け
る
意
図
を
理
解
で
き
な
い
。

（
8
）　

藤
原
淳
一
郎
「
一
九
二
〇
年
代
米
国
電
気
事
業
―
―
連
邦
電
力
規
制
前
史
（
一
）（
二
）（
三
・
完
）」
法
学
研
究
六
六
巻
一
〇
号
、

六
六
巻
一
一
号
（
一
九
九
三
）、
六
七
巻
一
号
（
一
九
九
四
）
連
載
。
六
七
巻
一
号
五
〇
頁
図
「
連
邦
規
制
の
諸
要
因
」
を
参
照
。
む
ろ

ん
最
終
的
に
落
ち
着
き
ど
こ
ろ
（Com

prom
ise�or�contract

）
の
見
極
め
も
あ
り
得
る
。

（
（
）　

藤
原
・
前
掲
註
（
2
）・
七
九
頁
。
こ
こ
で
は
命
令
等
の
ハ
ー
ド
な
手
法
の
み
な
ら
ず
行
政
指
導
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
ソ
フ
ト
な

手
法
も
含
め
た
国
家
関
与
を
指
し
て
い
る
。

（
10
）　

田
原
総
一
朗
『
生
存
へ
の
契
約
―
―
誰
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
制
す
る
か
』（
文
藝
春
秋
、
一
九
八
一
）、
電
力
再
編
成
に
つ
き
橘
川
武
郎

『
日
本
電
力
業
発
展
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
一
九
七
頁
以
下
（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
）
等
参
照
。

（
11
）　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
『
第
5
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
案
）』
二
〇
一
八
年
五
月
一
六
日　

https://
w

w
w

.enecho.m
eti.go.jp/com

m
itee/Council/basic-policy-subcom

m
ittee/027/

。
同
計
画
案
は
、
同
年
五
月
一
九
日
か
ら
六
月

一
七
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
に
か
け
ら
れ
た
。

（
12
）　

経
済
産
業
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
懇
談
会
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
二
〇
一
八
年
四
月
一
〇
日　

https://
w

w
w

.enecho.m
eti.go.jp/com

m
itee/studygroup/　

〉
提
言

（
13
）　

藤
原
・
前
掲
註
（
2
）・
八
二
頁
。

二　

検
証
命
題
の
提
示

　

学
会
予
稿
集
で
は
、
決
し
て
体
系
的
で
は
な
い
八
つ
の
検
証
命
題
（
う
ち
一
つ
は
明
ら
か
に
ガ
ス
市
場
に
限
定
し
た
命
題
）
を
提
示

し
た
。
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
予
稿
集
で
は
体
言
止
め
の
文
章
の
た
め
分
か
り
に
く
い
と
思
わ
れ
る
文
章
に
限
っ
て
通
常
の
文
体
に

手
直
し
し
、
こ
こ
に
再
録
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
か
ら
の
補
足
・
修
正
部
分
は
、［
…
…
］
内
に
示
し
た
。
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（
一
）　
検
証
命
題
1

　

既
存
［
電
気
・
ガ
ス
・
石
油
精
製
］
事
業
者
（incum

bent

）
は
、［
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
投
資
等
の
］
上
流
・
下
流
［
に
加
え
］・［
送
配

電
・
小
売
り
等
の
］
海
外
展
開
等
も
含
め
た
「
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
」
に
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

⇧　

報
告
者
は
、
一
九
八
五
年
以
降
［
旧
西
ド
イ
ツ
］
Ｒ
Ｗ
Ｅ
社
、
一
九
八
九
年
以
降Ruhrgas

［（
ル
ア
ガ
ス
）］
社
を
定
期
的

に
訪
問
［
し
て
き
た
］。
Ｒ
Ｗ
Ｅ
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
は
［
そ
の
後
］
持
株
会
社
化
し
［
て
、
同
社
は
］
一
時
は
［
“One�U

tility,�

M
ulti�U

tility
”と
い
う
］「m

ulti-utility

」
路
線
［
で
あ
っ
た
］。
他
方Ruhrgas

は
、
外
資
脅
威
か
らN

ational�

Cham
pion

［
を
］
育
成
［
す
る
と
い
う
労
働
市
場
擁
護
］
の
［
社
民
党
］
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
下
、E.�on

［（
エ
ー
・
オ
ン
）］

が
買
収
［
し
た
］。

　

そ
の
後
電
力
大
手
は
送
電
部
門
売
却
等
［
の
］
ス
ピ
ン
オ
フ
を
繰
返
し
、
何
を
事
業
の
中
核
に
す
る
か
苦
悩
の
連
続
［
で
あ

る
］。
最
近
も
二
〇
一
八
年
三
月
一
二
日
付
『
日
本
経
済
新
聞
』
夕
刊
が
報
じ
るE.�on

と
Ｒ
Ｗ
Ｅ
両
社
間
の
資
産
交
換
は
、

両
者
の
路
線
の
違
い
と
模
索
を
象
徴
［
し
て
い
る
］。
こ
の
よ
う
に
［
一
口
に
］「
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
」［
化
と
い
っ
て
も
、

そ
の
実
現
］
は
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
？

⇧　
［
わ
が
国
事
業
者
の
］
チ
ャ
ー
ト
な
き
異
分
野
［
や
］、
異
国
［
へ
の
］
進
出
は
、「
武
家
の
商
法
」
に
な
ら
な
い
か
？

⇧　
［
そ
の
よ
う
な
］
甘
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
く
、［
こ
の
時
代
］「
選
択
と
集
中
」
こ
そ
が
経
営
の
王
道
？
。

（
二
）　
検
証
命
題
2

　

電
源
構
成
に
お
い
て
批
判
は
あ
っ
て
も
、
原
子
力
と
石
炭
火
力
と
が
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
を
担
い
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。

⇧　

再
稼
働
に
向
け
地
元
合
意
［
を
と
り
つ
け
る
こ
と
］
の
難
し
さ
、
訴
訟
リ
ス
ク
、
与
党
内
に
も
く
す
ぶ
る
［
原
発
消
極
論

の
］
政
治
的
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、
原
子
力
は
現
実
的
な
選
択
肢
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
？
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＋ 

原
子
炉
の
う
ち
、
軽
水
炉
至
上
主
義
に
リ
ス
ク
内
在
？

⇧　

石
炭
火
力
は
、
地
球
環
境
（
パ
リ
協
定
）
の
面
か
ら
撤
退
す
べ
き
？

⇧　

原
子
力
及
び
石
炭
火
力
を
ゼ
ロ
と
仮
定
す
る
の
は
、「
非
現
実
的
」「
大
幅
コ
ス
ト
高
」「
大
幅
供
給
力
不
足
」
と
嘆
く
ま

え
に
、
こ
れ
を
前
提
と
し
た
電
力
需
給
シ
ナ
リ
オ
作
成
が
急
務
？

（
三
）　
検
証
命
題
3

　

送
配
電
・
ガ
ス
導
管
部
門
の
［
発
電
部
門
、
小
売
部
門
か
ら
切
離
し
、
持
株
子
会
社
等
へ
の
］「
法
的
分
離
」
は
、
事
業
者
の
所
有

権
・
財
産
権
を
侵
害
せ
ず
、
法
律
的
に
問
題
は
な
い
。

⇧　
「
法
的
分
離
」
な
ら
法
的
に
い
っ
さ
い
問
題
は
な
い
？

⇧　
「
法
的
分
離
」
の
効
用
は
実
証
さ
れ
た
か
？

　
　
「
法
的
分
離
」
の
弊
害
や
落
と
し
穴
は
な
い
か
？

（
四
）　
検
証
命
題
4

　

か
つ
て
米
国
のEnron

や
ロ
シ
ア
のGazprom
に
よ
っ
て
、［
株
式
］
時
価
総
額
の
低
い
わ
が
国
電
力
会
社
、
ガ
ス
会
社
の
買

収
の
可
能
性
が
噂
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
時
的
要
因
で
、
今
後
は
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
は
存
在
し
な
い
。

⇧　

産
油
国
や
オ
イ
ル
メ
ジ
ャ
ー
ズ
を
含
む
海
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
、
欧
米
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
系
投
資
フ
ァ
ン
ド
に
と
っ

て
、
わ
が
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
企
業
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
（
の
全
部
又
は
一
部
）
が
魅
力
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
か
つ
て
の

石
油
業
界
の
よ
う
に
、
買
収
又
は
資
本
参
加
等
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
？

　
『
過
去
の
例
』　

二
〇
〇
八
年
［
の
］
チ
ル
ド
レ
ン
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
マ
ス
タ
ー
フ
ァ
ン
ド
（
Ｔ
Ｃ
Ｉ
）
に
よ
る
電
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源
開
発
株
式
会
社
株
式
買
い
増
し
計
画

↓

参
考
文
献
・
藤
原
・
二
〇
〇
八
「
転
換
期
の
行
政
法
学
」
と
く
に
二
五
一
～
二
五
八
頁）

（1
（

。

⇧　

電
力
・
ガ
ス
会
社
丸
ご
と
［
買
収
］
は
と
も
か
く
［
と
し
て
］、
垂
直
統
合
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
門
の
法
的
分
離
や
Ｊ
Ｖ

を
含
め
た
発
電
・
小
売
り
部
門
の
ス
ピ
ン
オ
フ
、
と
り
わ
け
原
発
切
離
し
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
外
資
を
含
め
魅
力
の
あ
る

部
門
に
的
を
し
ぼ
っ
た
企
業
買
収
や
資
本
参
加
が
活
発
化
？

⇧　

外
資
に
よ
る
電
力
・
ガ
ス
会
社
の
買
収
に
対
し
、
わ
が
国
は
［
国
籍
不
問
の
テ
ニ
ス
］
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
方
式
で
臨
む
の

か
（
英
国
で
す
ら
非
Ｅ
Ｕ
企
業
へ
の
抵
抗
感
）、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
盾
に
外
為
法
等
で
対
処
す
る
の
か
［
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
憲
章
と
の
整
合
性
も
含
め
て
］
が
問
わ
れ
る
？

（
五
）　
検
証
命
題
5

　

市
場
改
革
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
［
企
業
］
間
の
垣
根
が
低
く
な
り
、
従
前
［
か
ら
の
］
事
業
者
・
新
規
参
入
者
・
異
業
種
を
ま
き

こ
ん
だ
合
従
連
衡
に
よ
っ
て
、
市
場
参
加
者
の
顔
触
れ
・
経
営
規
模
が
大
き
く
変
わ
る
。

⇧　

も
と
も
と
縦
割
り
の
事
業
法
に
よ
る
規
制
対
象
の
事
業
に
専
業
す
る
企
業
の
存
在
を
予
定
す
る
こ
と
自
体
、
議
論
が
逆
？
。

　

欧
米
で
は
電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給
併
営
は
珍
し
く
な
い
。
わ
が
国
で
も
兼
業
・
子
会
社
・
Ｊ
Ｖ
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電

気
通
信
等
の
融
合
経
営
も
可
能
。

⇧　

市
場
自
由
化
で
大
小
と
り
ま
ぜ
群
雄
割
拠
と
い
う
図
式
は
無
理
筋
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
は
早
晩
寡
占
化
す
る
（O

xford

のD
ieter�H

elm

博
士
の
持
論）

（1
（

）。

⇧　

こ
の
と
こ
ろ
日
銀
の
低
金
利
政
策
で
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
低
い
と
い
う
恩
恵
を
こ
う
む
っ
た
が
、
日
銀
の
出
口
戦
略
に
と

も
な
う
事
業
環
境
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
結
果
、
外
資
を
含
め
た
既
存
事
業
者
・
新
規
参
入
者
を
問
わ
ず
Ｍ
＆
Ａ
が
活
発
化
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す
る
？

⇧　

金
融
技
術
、
Ｉ
Ｔ
等
が
あ
と
押
し
し
て
、
発
電
・
ガ
ス
ホ
ル
ダ
ー
・
送
配
変
電
等
の
ア
セ
ッ
ト
を
持
た
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
場
参
入
者
の
ま
す
ま
す
の
増
加
？

　
　
［
例
］　

発
電
：　

所
有
と
管
理
の
分
離
に
よ
り
レ
ン
タ
ル
又
は
リ
ー
ス
方
式）

（1
（

。

　
　
　
　
　
［
電
力
］
小
売
り
：　

流
通
に
お
け
る
「
ア
マ
ゾ
ン
」
的
企
業
？

（
六
）　
検
証
命
題
6
―
―
電
力
シ
ス
テ
ム
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

　
［
従
来
］
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
・
分
散
型
発
電
を
極
力
系
統
に
接
続
・
吸
収
し
、
出
力
の
変
動
緩
和
を
は
か
り
、（
従
前
の
）

電
気
事
業
者
の
系
統
と
併
存
さ
せ
る
努
力
［
を
し
て
き
た
］。

⇧　

一
九
八
〇
年
代
か
ら
「
大
規
模
遠
隔
発
電
」
対
「
小
規
模
分
散
型
発
電
」
の
対
立
の
構
図

⇧　
『
電
力
会
社
［
引
取
り
な
い
し
］
買
取
り
型
』
か
『［
対
第
三
者
］
直
接
供
給
［
型
］』（
＝
供
給
区
域
虫
食
い
）
か
？）

（1
（

『［
藤
原
が
委
員
と
し
て
関
わ
っ
た
三
つ
の
］
例
』

一
九
八
七
年
・
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
問
題
検
討
委
員
会

　
　
　

↓�

特
定
供
給
第
五
類
型
の
創
設
（［
当
時
の
］
電
気
事
業
法
一
七
条
［
の
通
達
］。
現
・［
同
法
］
二
七
条
の
三
〇
第
一
項
一
号

［
に
明
文
化
］））

（1
（

。

一
九
八
九
年
・
二
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
化
委
員
会

　
　
　

↓�

当
初
の
特
定
供
給
の
面
的
拡
大
（［
の
ち
に
一
九
九
五
年
法
改
正
で
創
設
さ
れ
た
］
特
定
電
気
事
業
）
は
議
題
か
ら
削

除
）
（1
（

 

↓

未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
活
用
（
の
ち
に
熱
供
給
事
業
で
採
用）

11
（

）。

一
九
九
二
［
予
稿
集
の
二
〇
〇
二
は
誤
植
］
年
・
電
力
基
本
問
題
検
討
小
委
員
会
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↓

電
力
会
社
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
余
剰
電
力
買
取
り
制
度）

1（
（

。

⇧　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
む
り
や
り
遠
隔
大
規
模
発
電
が
前
提
の
［
現
行
電
力
］
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
自
体
が
自

己
矛
盾
？

　

な
ぜ
な
ら
、
連
系
線
［
の
］
新
設
・
増
強
に
［
際
し
て
］、
景
観
等
の
環
境
問
題
や
通
過
地
点
住
民
の
電
磁
界
［
Ｅ
Ｍ
Ｆ
］

へ
の
不
安
・
抵
抗
が
予
見
さ
れ
る
？

⇧　

市
場
を
（
電
力
会
社
［
一
〇
社
の
］）
供
給
区
域
な
り
［
逆
に
］
全
国
規
模
で
考
え
る
前
に
、
Ｉ
Ｔ
技
術
も
駆
使
し
［
て
］、

地
域
単
位
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
分
散
型
を
と
り
こ
ん
だ
電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給
を
想
定
し
、
生
産
・
運
輸
物
流
・
生

活
全
体
に
対
応
す
る
消
費
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
）
を
カ
バ
ー
す
る
、「
第
四
次
産
業
革
命
」）

11
（

、［
通
信
「
5
Ｇ
」）

11
（

］
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
「
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」
へ
の
脱
皮
が
必
要
？

　

か
と
い
っ
てfeasibility�study
抜
き
の
独
逸
のStadtw

eke

を
神
格
化
し
た
［
近
時
の
わ
が
国
の
］
早
急
な
地
域
エ
ネ

ル
ギ
ー
会
社
化
は
要
注
意
（

↓

藤
原
淳
一
郎
・
二
〇
一
五）

11
（

参
照
）。

⇧　

結
果
的
に
、
徐
々
に
で
は
あ
れ
、
従
前
の
電
力
・
ガ
ス
の
供
給
シ
ス
テ
ム
は
、［
こ
れ
ら
分
散
型
へ
の
］
補
完
的
位
置
付
け

に
転
換
？

（
七
）　
個
別
論
点
（
現
在
～
近
未
来
）　
検
証
命
題
7

　

ガ
ス
の
二
重
導
管
規
制）

11
（

は
撤
廃
す
べ
き
で
あ
る
。

⇧
な
ぜ
な
ら
［
ガ
ス
導
管
敷
設
と
い
う
］
設
備
投
資
自
由
化
は
、「
競
争
」
か
ら
必
然
的

⇧　

既
存
ガ
ス
事
業
者
にstranded�cost

）
11
（

発
生
。
こ
れ
を
ど
う
扱
う
か
？
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（
八
）　
個
別
論
点
（
現
在
～
近
未
来
）　
検
証
命
題
8

　

連
系
線
容
量
を
柔
軟
化
し
て
、
洋
上
風
力
に
備
え
る
べ
き
で
あ
る
。

⇧　
［
検
証
］
命
題
［
予
稿
集
の
5
は
誤
植
で
］
6
で
も
検
討

　

＋ 
わ
が
国
で
も
「Pow

er�to�Gas

」）
11
（

が
可
能
？

（
14
）　

藤
原
淳
一
郎
「
転
換
期
の
行
政
法
学
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
『
慶
應
の
法
律
学
・
公
法
Ⅱ
』
二
三
五
、
と
く
に
二
五
一
―
二
五
八

頁
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
）。

（
15
）　

ヘ
ル
ム
博
士
と
は
、
私
が
現
職
時
代
に
ほ
ぼ
毎
年
出
席
し
た
オ
ラ
ン
ダ
で
の
「Flam

e

欧
州
ガ
ス
会
議
」（
現
在
は
「
欧
州
ガ
ス
・

Ｌ
Ｎ
Ｇ
会
議
」）
で
知
り
合
い
、
本
文
で
引
用
部
分
は
、
彼
が
会
議
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。

（
16
）　

藤
原
・
前
掲
註
（
3
）・
三
三
五
―
三
三
六
頁
（
初
出
・
一
九
九
〇
）
で
論
じ
た
。

（
17
）　

藤
原
淳
一
郎
「
米
国
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
制
論
序
説
―
電
力
会
社
に
よ
る
電
気
購
入
問
題
を
め
ぐ
る
主
要
判
決
を
中
心
と
し

て
（
一
）」
法
学
研
究
六
一
巻
一
〇
号
五
三
、
五
四
頁
（
一
九
八
八
）。

（
18
）　

藤
原
・
同
右
・
五
五
―
五
七
頁
、
藤
原
・
前
掲
註
（
3
）・
三
四
三
頁
註
（
6
）（
初
出
・
一
九
九
七
）
参
照
。

（
1（
）　

藤
原
・
前
掲
註
（
3
）・
三
四
三
頁
註
（
7
）、
註
（
8
）
参
照
。

（
20
）　

私
が
座
長
を
つ
と
め
た
日
本
熱
供
給
事
業
協
会
『
熱
供
給
事
業
あ
り
方
特
別
委
員
会
報
告
書
』（
二
〇
〇
三
）
に
お
い
て
打
出
し
た

ア
イ
デ
ア
の
一
つ
で
あ
る
。

（
21
）　

藤
原
・
前
掲
註
（
3
）・
三
四
四
頁
参
照
。

（
22
）　

内
閣
府
「
第
四
次
産
業
革
命
の
イ
ン
パ
ク
ト
」https://w

w
w

.5.cao.go.jp/keizai3/2016/0117nk/im
g/n16_2_1.htm

l

に
よ

れ
ば
、
第
一
次
が
水
力
・
蒸
気
機
関
に
よ
る
工
場
の
機
械
化
、
第
二
次
が
電
力
を
用
い
た
大
量
生
産
、
第
三
次
が
電
子
工
学
・
情
報
技
術

を
用
い
た
一
層
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
、
第
四
次
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
コ
ア
の
技
術
革
新
と
す
る
と

い
う
。
二
〇
一
六
年
六
月
二
日
閣
議
決
定
「
日
本
再
興
戦
略
二
〇
一
六
―
第
四
次
産
業
革
命
に
向
け
て
」https://w

w
w

.kantei.go.jp/
jp/singi/keizaisaisei/pdf/zentaihonbun-160602.pdf

、
二
〇
一
七
年
四
月
「
第
四
次
産
業
革
命
に
つ
い
て
―
『
産
業
構
造
部
会
新
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産
業
構
造
部
会
』
に
お
け
る
検
討
内
容
」https://w

w
w

.m
eti.go.jp/com

m
itee/skenkyukai/shoujo/daiyoji-sangyo-skill/pdf/�

001-04-00.pdf

参
照
。

（
23
）　

第
五
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
の
略
。
総
務
省
「
平
成
二
九
年
度
版
情
報
通
信
白
書
」
第
一
部
第
三
章
「
第
四
次
産
業
革
命
が
も
た

ら
す
変
革
」
第
三
節
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
す
る
情
報
通
信
産
業
」
は
、
5
Ｇ
は
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
基
盤
と
し
て
早
期
実
現
が
期
待
さ
れ
る
」
と
い
う
。

w
w

w
.soum

u.go.jp　

〉
政
策
〉
白
書
〉
2（
年
版

（
24
）　

藤
原
淳
一
郎
「（
町
内
会
長
が
見
た
行
政
法
）
電
力
の
地
産
地
消
」
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
六
三
九
号
六
二
―
六
四
頁
（
二
〇
一
五
）。

自
給
自
足
的
、
自
己
完
結
的
発
電
量
を
確
保
で
き
な
い
な
ら
、
電
力
小
売
り
ま
で
手
を
出
す
の
は
背
伸
び
し
過
ぎ
て
リ
ス
キ
ー
で
あ
る
。

自
己
消
費
プ
ラ
ス
余
剰
電
力
の
売
電
と
か
で
身
の
丈
に
あ
う
供
給
地
点
・
供
給
量
に
と
ど
め
る
と
か
、
各
地
で
散
見
さ
れ
る
ガ
ス
会
社
等

と
の
Ｊ
Ｖ
型
が
当
面
無
難
で
は
な
か
ろ
う
か
。
将
来
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
・
グ
リ
ッ
ド
構
想
の
よ
う
に
、
地
域
の
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
量
と
需
要
量
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
事
業
モ
デ
ル
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ド
イ
ツ
のStadtw

eke

は
、
一
見
わ
が
国
の
地
方
公
営
企
業
に
類
似
す
る
が
、
背
景
と
し
て
公
有
公
営
と
い
う
社
会
主
義
思
想
の
影

響
（
た
だ
し
株
式
会
社
も
選
択
肢
）
に
加
え
、
自
治
体
が
「
生
活
配
慮
行
政
」
を
お
こ
な
う
と
い
う
思
想
の
も
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
交
通

等
幅
広
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
旧
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
配
電
事
業
者
が
九
〇
〇
以
上
、
ガ
ス
配
給
事
業
者
が
七
〇

〇
以
上
に
の
ぼ
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
地
元
企
業
の
存
在
が
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
旧
西
ド
イ
ツ
の
電
気
事
業
形
態
に
つ
き
、
藤
原

淳
一
郎
「
電
気
事
業
に
お
け
る
独
占
と
競
争
―
熱
電
併
給
自
家
発
へ
の
日
独
法
比
較
」
公
益
事
業
研
究
三
八
巻
一
号
八
一
、
八
八
―
八
九

頁
（
一
九
八
六
）
参
照
。

　

わ
が
国
で
は
、
電
力
・
ガ
ス
に
限
定
す
れ
ば
、
戦
前
は
発
電
も
小
売
り
も
や
る
公
営
電
力
だ
っ
た
が
、
戦
時
下
の
統
合
・
戦
後
の
再
編

を
経
て
、
卸
電
力
（
典
型
的
に
は
公
営
水
力
）
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
他
方
戦
時
下
で
事
業
統
合
未
決
に
終
わ
っ
た
ガ
ス
で
は
、
戦

後
も
（
国
産
天
然
ガ
ス
産
出
自
治
体
を
中
心
に
）
公
営
ガ
ス
は
健
在
だ
が
、
総
じ
て
民
営
化
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ド
イ
ツ

と
は
、
そ
も
そ
も
よ
っ
て
立
つ
地
盤
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

（
25
）　

審
議
会
（
Ｗ
Ｇ
）
委
員
と
し
て
論
陣
を
張
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
藤
原
・
前
掲
註
（
3
）・
二
一
八
―
二
二
五
頁
（
初
出
・
二
〇
〇
七
）

で
詳
論
し
た
。

　

か
つ
て
一
九
七
〇
年
代
の
旧
西
ド
イ
ツ
の
高
圧
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
は
貧
弱
で
あ
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
の
天
然
ガ
ス
輸
入
本
格
化
も
あ
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り
、
全
土
に
広
が
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
複
数
社
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
錯
綜
す
る
状
況
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
配
給
レ
ベ
ル
、

す
な
わ
ち
低
圧
の
ガ
ス
導
管
は
、
地
元
自
治
体
と
道
路
占
用
契
約
（K

onnzessionsvertrag

）
を
結
ぶ
必
要
が
あ
る
。
か
つ
て
の
排
他

的
道
路
占
用
契
約
の
競
争
制
限
禁
止
法
（
Ｇ
Ｗ
Ｂ
）
適
用
除
外
（
藤
原
・
前
掲
註
（
24
）・「
電
気
事
業
に
お
け
る
独
占
と
競
争
」
九
三
、

九
六
―
九
七
頁
）
規
定
が
市
場
自
由
化
に
と
も
な
う
法
改
正
に
よ
り
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
現
時
点
で
（
託
送
に
よ
ら
ず
設
備

競
争
に
よ
る
）
複
数
社
の
低
圧
導
管
が
錯
綜
す
る
事
態
を
招
く
の
か
ど
う
か
、
調
べ
は
つ
い
て
い
な
い
。

（
26
）　

藤
原
・
前
掲
註
（
3
）・
二
二
〇
頁
参
照
。

（
27
）　

私
自
身
、
ル
ア
ガ
ス
（
正
確
に
はE.�on

ガ
ス
貯
蔵
会
社
）
で
初
め
て
耳
に
し
た
。
大
山
祥
平
「
欧
州
に
お
け
るPow

er�to�Gas

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
動
向
と
今
後
の
展
望
」
み
ず
ほ
情
報
総
研
レ
ポ
ー
ト
一
四
号
二
頁
（
二
〇
一
七
）
等
に
あ
る
よ
う
に
、
風
力
（
も
し
く

は
太
陽
光
）
の
余
剰
電
力
を
水
分
解
に
よ
り
水
素
を
製
造
ま
た
は
（
水
素
と
二
酸
化
炭
素
と
反
応
さ
せ
）
合
成
メ
タ
ン
を
製
造
し
、
貯

蔵
・
輸
送
・
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
柴
田
善
朗
「
我
が
国
に
お
け
るPow

er�to�Gas

の
可
能
性
」
二
〇
一
五
年
一
二
号
一
頁
（
日
本

エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
）http://eneken.iee.or.jp/data/6442.pdf

、
経
済
産
業
省
「
Ｃ
Ｏ
2
フ
リ
ー
水
素
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

報
告
書
」https://w

w
w

.m
eti.go.jp/press/2016/03/20170307003/20170307003.htm

l

（
二
〇
一
七
）
等
参
照
。

　

学
会
報
告
当
日
、
矢
島
正
之
氏
は
ド
イ
ツ
のPow

er�to�Gas

を
念
頭
に
、「
現
在
の
と
こ
ろ
経
済
性
が
低
い
」
た
め
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
の
発
電
量
が
多
く
［
売
電
］
電
力
価
格
が
安
い
時
に
、
水
素
を
生
産
し
、
電
力
価
格
の
高
い
時
に
発
電
・
売
電
す
る
こ
と

で
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
得
る
。
さ
ら
にPow

er�to�Fuel

も
選
択
肢
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
た
。
最
後
のPow

er�to�Fuel

は
、
合

成
ガ
ス
か
ら
さ
ら
に
メ
タ
ノ
ー
ル
を
生
成
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
柴
田
・
二
〇
頁
）。

　

右
の
経
済
産
業
省
報
告
書
は
水
素
の
輸
送
に
言
及
し
て
い
な
い
が
、
輸
送
の
た
め
に
は
、
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
の
整
備
状
況
（
ド
イ

ツ
に
つ
き
前
掲
註
（
25
）
参
照
）、
水
素
を
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
注
入
で
き
る
か
（
ド
イ
ツ
で
は
可
能
）
と
い
っ
た
課
題
群
が
あ
り
そ

う
で
あ
る
。

　

配
給
レ
ベ
ル
な
の
で
文
脈
は
異
な
る
が
「
水
素
エ
ネ
時
代
を
見
据
え
て
、（
現
在
の
）
ガ
ス
導
管
で
水
素
を
供
給
で
き
る
か
」
と
の
問

題
意
識
を
（
二
〇
〇
六
年
着
任
の
）
広
実
郁
郎
ガ
ス
市
場
整
備
課
長
か
ら
（
省
内
）
研
究
会
で
耳
に
し
た
。
藤
原
・
前
掲
（
3
）・
二
三

八
頁
は
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
ほ
ぼ
こ
の
頃
、
審
議
会
か
研
究
会
か
で
「
日
本
か
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
ガ
ス
の
『
ハ

ブ
』
を
」
と
提
案
し
て
み
た
が
、
ほ
ぼ
無
反
応
で
あ
っ
た
。
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「
水
素
」
と
い
え
ば
、
二
〇
〇
一
年
度
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
燃
料
電
池
関
連
制
度
検
討
部
会
の
部
会
長
を
つ
と
め
、
水
素
関
連
の
さ
ま
ざ
ま
な
業

界
団
体
と
と
も
に
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
製
造
・
流
通
・
貯
蔵
・
利
用
の
各
段
階
で
阻
害
要
因
と
な
る
法
制
度
を
洗
い
ざ
ら
い
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
す
る
作
業
を
行
い
、
報
告
書
（N

ED
O

-P-0013

）
は
好
評
だ
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。

三　

命
題
2
の
検
証
（
原
子
力
と
石
炭
火
力
）

　

学
会
報
告
時
が
意
見
募
集
期
間
中）

11
（

だ
っ
た
「
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
案
）」
は
、「
発
電
（
運
転
）
コ
ス
ト
が
、
低
廉
で
、

安
定
的
に
発
電
す
る
こ
と
が
で
き
、
昼
夜
を
問
わ
ず
継
続
的
に
稼
働
で
き
る
電
源
と
な
る
『
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
』
と
し
て
、
地
熱
、

一
般
水
力
（
流
れ
込
み
式
）、
原
子
力
、
石
炭
」
を
挙
げ
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
近
時
論
争
の
的
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
原
子
力

（
発
電
）
と
石
炭
（
火
力
）
と
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
命
題
2
は
、
右
の
原
子
力
と
石
炭
と
を
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
と
し
て

維
持
す
る
政
策
な
い
し
市
場
設
計
の
妥
当
性
を
問
う
も
の
で
あ
る
。

（
一
）　
原
子
力

イ
　
空
白
の
二
〇
～
三
〇
年
―
―
引
き
ず
る
「
国
民
の
選
択
」
の
回
避

　

先
に
二
（
六
）
で
引
用
の
一
九
八
九
年
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
公
益
事
業
部
長
（
現
・
電
力
・
ガ
ス
事
業
部
長
）
の
私
的
研
究
会
「
二

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
効
率
化
委
員
会
」
に
お
い
て
（
堤
部
長
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
）
牧
野
部
長
が
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
べ
き
と
の
原
発
反
対
論
が
存
在
す
る
中
で
、
原
発
の
Ｐ
Ａ
（
公
衆
受
容
）
を
い
か
に
図
れ
ば
よ
い
か
」
と
委
員
に
問
い
掛
け
た
。

私
は
と
っ
さ
に
「
こ
の
発
言
で
首
に
な
っ
て
も
よ
い
」
と
腹
を
く
く
り
、
次
の
三
点
を
指
摘
し
た
。

　

第
一
に
、
原
発
Ｐ
Ａ
を
い
う
前
に
、
原
発
な
し
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
電
力
需
要
を
賄
え
る
の
か
ど
う
か
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に
関
す
る
定
量
的
分
析

0

0

0

0

0

が
欠
け
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
電
力
不
足
を
招
い
て
で
も
原
発
を
抑
制
す
る
の
か
に
つ
い
て
、「
選
択
0

0

」

を
国
民
に
迫
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
。
第
三
に
、［
原
発
抑
制
に
よ
る
］
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
よ
る
大
幅
な
発
電
コ
ス
ト
上

昇
の
経
済
的
負
担
を
受
け
容
れ
る
か
ど
う
か
、
国
民
に
「
選
択
0

0

」
を
迫
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
。

　

私
は
二
〇
一
一
年
七
月
に
こ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
改
め
て
「
こ
れ
ら
［
右
の
三
点
］
は
、
今
日
ま
で
引
き
ず
っ
て
き
た
感
が
あ

る
」
と
述
べ
た）

11
（

。
今
回
の
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
に
お
い
て
も
、
右
指
摘
の
点
は
、
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
気
が
し

て
な
ら
な
い
。

ロ
　
福
島
原
発
事
故）

1（
（

後
の
「
原
子
力
」
を
め
ぐ
る
風
潮
の
変
質

　

兵
法
と
し
て
「
敵
を
中
立
に
、
中
立
を
味
方
に
」
と
い
う
戦
術
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
原
発
事
故
後
は
そ
の
逆
さ
ま
で
あ
っ
て
、

「
中
立
が
敵
に
、
味
方
が
中
立
に
」
へ
と
変
質
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
わ
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
原
発
再
稼
働

の
是
非
や
新
増
設
を
問
う
各
種
世
論
調
査）

11
（

か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
原
発
支
持
な
い
し
肯
定
者
は
著
し
く
減
少
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
原
発
再
稼
働
・
推
進
に
確
実
に
逆
風
が
吹
い
て
い
る
。
法
律
学
・
経
済
学
等
の
研
究
者
仲
間
で
も
、
一
部
の
熱
心
な
原
発

支
持
者
を
除
い
て
は
、
中
立
だ
っ
た
人
も
風
見
鶏
を
決
め
込
む
風
潮
が
濃
厚
に
な
っ
て
い
る
。

ハ
　
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る
原
子
力
の
立
ち
位
置

　

周
知
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
で
は
、
原
子
力
の
復
活
に
舵
を
切
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
福
島
原
発
事
故
に
よ
っ
て
、
メ
ル
ケ
ル
首
相

の
も
と
で
脱
原
発
へ
加
速
す
る
政
策
を
選
択
し
た
。
こ
の
結
果
、
同
国
の
発
電
に
占
め
る
原
発
の
割
合
は
、
二
〇
一
〇
年
の
二
二
％

強
か
ら
二
〇
一
五
年
は
一
四
％
に
低
下
し
た）

11
（

。
わ
が
国
は
、
福
島
事
故
を
受
け
電
力
各
社
が
（
定
期
検
査
中
の
も
の
の
ほ
か
）
稼
働
中

の
原
子
炉
を
す
べ
て
自
主
的
に
運
転
停
止
し
、
そ
の
後
安
全
審
査
等
に
手
間
取
り
再
稼
働
が
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
五
年
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に
原
発
の
比
重
は
一
％
と
劇
的
に
凋
落
し
た）

11
（

。

　

こ
の
間
、
二
〇
一
二
年
九
月
一
九
日
野
田
民
主
党
政
権
下
の
閣
議
決
定
「
今
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
に
つ
い
て
」）

11
（

の
も
と

に
な
っ
た
同
月
一
四
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
「
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
は
、「
1
）
四
〇
年
運
転
制
限
性
を
厳

格
に
適
用
す
る
、
2
）
原
子
力
規
制
委
員
会
の
安
全
確
認
を
え
た
も
の
の
み
、
再
稼
働
と
す
る
、
3
）
原
発
の
新
設
・
増
設
は
行
わ

な
い
」
と
の
「
三
つ
の
原
則
を
適
用
す
る
中
で
、
二
〇
三
〇
年
代
に
原
発
稼
働
ゼ
ロ
を
可
能
と
す
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
資
源
を

投
入
す
る
」
と
し
た）

11
（

。
右
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
（
平
成
一
四
年
法
七
一
）
に
い
う
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で
は
な
く
、

政
権
交
替
後
の
二
〇
一
四
年
第
四
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
、「
東
日
本
大
震
災
以
降
、
最
初
の
計
画
」
で
あ
る）

11
（

。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
原
子
力
は
「
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
構
造
の
安
定
化
に
寄
与
す
る
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
に

位
置
付
け
ら
れ
た）

11
（

。
右
の
基
本
計
画
自
体
は
具
体
的
な
電
源
構
成
の
目
標
値
を
示
し
て
い
な
い）

11
（

。
翌
二
〇
一
五
年
七
月
に
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
方
針
に
基
づ
き
…
…
『
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
』
を
決
定
」
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
二
〇
三
〇
年
時

点
で
「
大
震
災
前
に
約
三
割
を
占
め
て
い
た
原
子
力
依
存
度
は
、
二
〇
％
～
二
二
％
程
度
へ
と
大
き
く
低
減
す
る
」
と
あ
る）

11
（

。

　

今
回
の
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
目
標
年
次
は
第
四
次
と
同
じ
く
二
〇
三
〇
年
で
あ
り
、
原
子
力
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
付
け
る
こ
と
、
原
発
依
存
度
に
つ
い
て
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
火
力
発
電
所

の
効
率
化
な
ど
に
よ
り
、
可
能
な
限
り
低
減
さ
せ
る
」）

1（
（

の
は
、
第
四
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
繰
返
し
で
し
か
な
い）

11
（

。
そ
し
て
二

〇
五
〇
年
シ
ナ
リ
オ
に
言
及
の
最
終
章
で
は
、
原
子
力
に
関
し
て
「
事
故
リ
ス
ク
の
抑
制
、
廃
炉
や
［
放
射
性
］
廃
棄
物
処
理
・
処

分
な
ど
の
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
へ
の
対
処
」
と
い
っ
た
課
題
を
挙
げ
る
に
と
ど
ま
る）

11
（

。
今
回
計
画
も
具
体
的
な
電
源
構
成
の
目
標
値
を
示

し
て
い
な
い
が
、
マ
ス
コ
ミ
は
第
四
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
正
確
に
は
同
計
画
を
受
け
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」）
の
数
値

を
据
え
置
い
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る）

11
（

。
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ニ
　「
原
発
・
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
は
現
実
的
か
？

　

第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、
原
子
力
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
付
け
た
ま
ま
で
あ
る
。
し
か
し
二
〇
三

〇
年
に
向
け
て
、
目
下
停
止
中
の
原
発
の
再
稼
働
が
順
調
に
進
む
保
障
が
な
い
。
加
え
て
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
よ
り
原
発
は
基
本

四
〇
年
、
最
長
で
も
六
〇
年
し
か
運
転
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
う
え
に
、
前
倒
し
で
の
原
発
廃
炉
（
原
子
炉
の
廃
止
）
計
画

が
相
次
い
で
い
る）

11
（

。
こ
の
た
め
、
右
記
計
画
実
現
の
た
め
の
二
〇
三
〇
年
時
点
で
の
原
発
三
〇
基
程
度
稼
働
の
確
保
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
る）

11
（

。
橘
川
教
授
は
、
原
発
の
「
建
替
え
を
考
え
な
い
と
あ
り
え
な
い
」
と
、
原
発
の
新
増
設

0

0

0

（
な
い
し
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
）
の
議
0

0

論
の
欠
落

0

0

0

0

を
指
摘
し
て
い
る）

11
（

。

　

本
稿
で
は
、
原
発
の
新
増
設
・
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト）

11
（

を
ひ
と
ま
ず
措
い
て
、
以
下
に
お
い
て
、
原
発
再
稼
働
に
ど
の
よ
う
な
関
門

が
あ
る
か
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

ホ
　
原
発
再
稼
働
へ
の
関
門
―
―
そ
の
1
　
再
稼
働
の
合
意

　

停
止
中
の
原
子
炉
に
つ
い
て
、
た
と
え
規
制
機
関
（
原
子
力
規
制
委
員
会
）
の
安
全
審
査
に
合
格
し
て
も
、
原
子
力
安
全
協
定
上
、

立
地
の
地
元
の
合
意
と
り
つ
け
が
大
仕
事
で
あ
る
。
首
長
選
挙
の
度
に
再
稼
働
が
選
挙
の
争
点
に
な
る
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る）

11
（

。

と
は
い
え
、
原
子
力
安
全
協
定
は
電
力
会
社
と
立
地
市
町
村
と
の
間
で
締
結
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
り
、「
合
意
」
と
い
っ
て
も
立

地
市
町
村
長
及
び
立
地
道
府
県
知
事
の
合
意
を
要
し
た
に
と
ど
ま
る
。

　

と
こ
ろ
が
三
・
一
一
以
降
の
再
稼
働
に
際
し
て
、
従
来
か
ら
く
す
ぶ
っ
て
い
た
合
意
取
り
付
け
を
必
要
と
す
る
「
地
元
」
の
範
囲

が
火
種
を
呼
び
つ
つ
あ
る
。
と
い
う
の
は
改
訂
（
原
子
力
規
制
委
員
会
平
成
二
九
年
七
月
五
日
全
部
改
正
）
さ
れ
た
原
子
力
災
害
対
策

特
別
措
置
法
（
平
成
一
一
法
一
五
六
）
六
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
「
原
子
力
災
害
対
策
指
針
」
は
、
防
災
対
策
の
重
点
区
域
を
、

概
ね
半
径
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
Ｐ
Ａ
Ｚ
と
概
ね
半
径
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
と
に
区
分
し
、
段
階
的
避
難
を
含
む
防
護
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措
置
を
定
め
て
い
る）

11
（

。
こ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る
避
難
計
画
の
策
定
は
、
立
地
市
町
村
及
び
立
地
道
府
県
の
枠
を
超
え
る
話
に
な
っ
て

き
た
の
で
あ
る）

1（
（

。

　

国
は
再
稼
働
に
合
意
を
要
す
る
自
治
体
の
範
囲
に
つ
い
て
格
別
ル
ー
ル
化
す
る
動
き
も
な
い
。
一
部
の
電
力
会
社
は
安
全
協
定
の

締
結
対
象
自
治
体
の
拡
大
や
同
意
対
象
を
周
辺
自
治
体
に
拡
大
す
る
等
の
模
索
を
始
め
て
い
る）

11
（

が
、
全
電
力
会
社
の
足
並
み
が
揃
う

わ
け
で
も
な
い
。
こ
れ
を
地
方
自
治
、
地
方
的
特
色
、
電
力
会
社
と
自
治
体
と
の
自
主
的
取
組
み
と
片
付
け
突
き
放
す
の
は
簡
単
で

あ
る
。
し
か
し
足
並
み
が
揃
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
個
別
電
力
会
社
へ
の
風
当
た
り
が
増
し
集
中
砲
火
を
浴
び
る
す
リ
ス
ク
が
あ
る

一
方
で
、
対
象
自
治
体
を
拡
大
し
た
ら
し
た
で
、
今
度
は
合
意
獲
得
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
る
リ
ス
ク
を
抱
え
る
。
ど
ち
ら
に
し

て
も
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
る
。

　

し
か
も
こ
の
「
再
稼
働
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
三
・
一
一
後
自
主
的
に
一
時
停
止
し
た
状
態
か
ら
の
原
発
「
再
稼
働
」
と
い
う

一
度
限
り
の
話
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、
再
稼
働
後
に
繰
り
返
さ
れ
る
定
期
点
検
に
よ
る
停
止
に
際
し
て
も
起
こ
り
得
る
話
で
あ
る
。

こ
れ
に
原
発
立
地
自
治
体
の
議
会
選
挙
、
首
長
選
挙
が
行
わ
れ
る
度
に
原
発
が
争
点
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
電
力
会
社
は
そ
れ
ら

選
挙
結
果
に
一
喜
一
憂
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
政
治
リ
ス
ク
が
加
わ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
再
稼
働
問
題
は
年
中
行
事
化
し

か
ね
な
い
リ
ス
ク
が
あ
る
。

ヘ
　
原
発
再
稼
働
へ
の
関
門
―
―
そ
の
2
　
規
制
強
化
リ
ス
ク

　

三
・
一
一
後
に
発
足
し
た
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
る
原
発
へ
の
規
制
は
、
当
初
は
規
制
基
準
が
法
定
さ
れ
ず
明
確
で
は
な
い
等

の
不
安
定
な
時
期
が
あ
っ
た
が
、
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
が
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
き
て
規
制
の
透
明
性
は
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い

え
よ
う
。

　

と
は
い
え
、
規
制
対
象
項
目
と
し
て
、
三
・
一
一
を
受
け
て
の
最
大
の
争
点
と
さ
れ
て
き
た
耐
震
の
問
題
の
ほ
か
に
、
火
山
活
動
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に
よ
る
影
響）

11
（

で
あ
る
と
か
、
い
わ
ゆ
る
避
難
計
画
の
実
効
性
も
、
訴
訟
の
場）

11
（

を
含
め
論
点
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
安
全
確
保
事
項
、
裏
返
せ
ば
規
制
対
象
事
項
が
よ
り
広
範
囲
化
・
拡
大
化
す
る
傾
向
に
加
え
て
、
将
来
に
お
け
る
新

た
な
知
見
に
よ
り
、
既
存
の
規
制
項
目
、
規
制
基
準
等
が
見
直
さ
れ
る
リ
ス
ク
も
内
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
安
全
性

基
準
の
達
成
の
困
難
化
や
、
安
全
対
策
追
加
コ
ス
ト
が
ま
す
ま
す
増
大
す
る
リ
ス
ク
が
予
想
さ
れ
る
。

ト
　
原
発
再
稼
働
へ
の
関
門
―
―
そ
の
3
　
訴
訟
リ
ス
ク

　

本
稿
で
は
詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
た
め
、
ご
く
骨
子
の
み
を
記
す
が
、
裁
判
所
に
よ
る
判
決
・
決
定
に
よ
っ
て
再
稼
働
が
左
右
さ

れ
る
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
て
き
た）

11
（

。

　

そ
の
背
景
と
し
て
原
子
力
学
会）

11
（

で
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
第
一
に
、
二
〇
一
一
年
度
（
実
施
は
二
〇
一
二
年
一
月
）
及
び
二
〇
一

二
年
度
（
実
施
は
二
〇
一
三
年
二
月
）
司
法
研
修
所
特
別
研
究
会
『
複
雑
困
難
訴
訟
』
で
原
発
訴
訟
も
検
討
対
象
に
な
り
、
研
究
会

参
加
者
は
、
二
〇
一
一
年
度
は
地
裁
（
部
総
括
又
は
こ
れ
に
準
じ
る
）
民
事
・
行
政
担
当
判
事
三
五
名
、
一
二
年
度
は
地
裁
又
は
高
裁

民
事
・
行
政
担
当
裁
判
長
ク
ラ
ス
判
事
四
〇
名
で
あ
っ
た
。
研
究
課
題
に
付
さ
れ
た
「
論
点
項
目
」
に
は
、「
福
島
第
一
原
発
事
故

を
踏
ま
え
て
、
裁
判
所
は
、
原
発
関
連
訴
訟
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
審
理
・
判
断
に
望
む
べ
き
か
」（
二
〇
一
一
年
度
）、

「
福
島
第
一
原
発
事
故
及
び
そ
の
後
の
状
況
は
、
原
発
関
連
訴
訟
の
今
後
の
事
件
動
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
」（
両
年

度
）、「
国
の
原
子
力
行
政
の
帰
趨
は
、
原
発
関
連
訴
訟
の
審
理
運
営
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
」（
二
〇
一
一
年
度
）、

「
判
断
に
必
要
な
専
門
的
知
見
を
適
切
に
訴
訟
過
程
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
裁
判
所
が
留
意
す
べ
き
事
項
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

あ
る
か
」（
二
〇
一
一
年
度
）、「
高
度
な
科
学
的
、
専
門
技
術
的
知
見
が
必
要
と
さ
れ
る
事
件
に
お
い
て
中
立
的
な
立
場
の
専
門
家
の

確
保
が
困
難
な
場
合
に
、
的
確
に
争
点
整
理
を
行
う
た
め
の
審
理
運
営
の
工
夫
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
二
年
度
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

実
際
の
討
論
内
容
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
結
果
概
要
」
等
を
読
む
ま
で
も
な
く
、
右
の
「
論
点
項
目
」
だ
け
か
ら
で
も
、
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最
高
裁
及
び
裁
判
官
の
問
題
意
識
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
な
み
な
み
な
ら
ぬ
「
危
機
意
識
」
と
「
自
己
点
検
」
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
よ
う）

11
（

。

　

第
二
に
、
再
稼
働
差
止
め
の
「
予
防
訴
訟
」
を
、
従
前
の
公
害
・
環
境
訴
訟
に
お
け
る
民
事
上
の
差
止
め
請
求
と
は
異
な
り
、

「
立
証
命
題
を
従
来
の
具
体
的
危
険
性
か
ら
具
体
的
危
険
の
可
能
性
（
危
険
の
発
生
が
否
定
で
き
な
い
）
と
し
て
再
構
築
」
す
べ
き
と

の
岩
淵
正
明
弁
護
士
の
見
解）

11
（

が
あ
る
。
通
説
・
判
例
と
は
異
次
元
の
主
張
で
距
離
が
あ
る
も
の
の
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
、
将
来
に
お
い
て
こ
れ
に
同
調
す
る
判
決
・
決
定
の
可
能
性
も
想
定
さ
れ
な
く
は
な
い
。

　

右
の
二
点
に
限
っ
て
も
、
今
後
も
再
稼
働
差
止
め
判
決
・
決
定
が
出
る
リ
ス
ク
を
否
定
で
き
な
い）

11
（

。

チ
　
原
発
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
化
へ
の
リ
ス
ク
―
―
そ
の
1
　
事
故
の
影
―
際
限
な
き
コ
ス
ト
増
？

　

福
島
事
故
に
関
連
し
て
は
、
い
ま
な
お
汚
染
水
処
理
費
用
、
今
後
の
廃
炉
費
用
と
い
っ
た
原
子
炉
に
関
連
す
る
費
用
の
ほ
か
に
、

被
害
者
救
済
の
総
額
が
、
裁
判
判
決
等
に
よ
り
日
毎
に
膨
ら
ん
で
い
く
状
態
に
あ
る）

11
（

。
こ
れ
は
ひ
と
り
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
の
話
だ
け
で

は
な
い
。
原
発
を
保
有
す
る
他
の
電
力
会
社
に
と
っ
て
も
、
右
賠
償
の
一
部
を
、
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
（
平
成

二
九
法
三
〇
）
に
も
と
づ
く
一
般
負
担
金
（
同
法
三
八
、
三
九
条
）
と
し
て
負
わ
さ
れ
て
い
る）

1（
（

。
ま
た
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ

が
、
万
が
一
に
も
自
社
の
原
発
で
事
故
が
起
こ
れ
ば
「
明
日
は
わ
が
身
」
に
な
り
か
ね
な
い
。
こ
う
し
た
意
味
で
も
リ
ス
ク
と
し
て

存
在
す
る
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
廃
炉
費
用
は
、
福
島
は
東
京
電
力
が
負
担
す
る
。
二
〇
二
〇
年
の
電
力
小
売
規
制
料
金
の
撤
廃
以
降
、
福
島
以
外
の
今
後
の

廃
炉
費
用
の
回
収
方
法
を
ど
う
す
る
か
、
託
送
料
に
含
ま
せ
る
案
も
検
討
中）

11
（

だ
が
、
現
時
点
で
は
固
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
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リ
　
原
発
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
化
へ
の
リ
ス
ク
―
―
そ
の
2
　
廃
炉
の
増
加

　

三
・
一
一
後
の
原
子
炉
等
規
制
法
改
正
に
よ
っ
て
、
原
発
を
運
転
で
き
る
期
間
は
、
最
初
の
検
査
合
格
か
ら
四
〇
年
と
定
め
ら
れ

（
同
法
四
三
条
の
三
の
三
二
第
一
項
）、
右
の
運
転
期
間
は
、
一
回
に
限
り
（
政
令
の
さ
だ
め
に
よ
り
）
最
長
二
〇
年
と
さ
れ
た
（
同
条
二
、

三
項
）。

　

四
〇
年
近
い
原
子
炉
に
関
し
て
は
、
電
力
会
社
が
強
化
さ
れ
た
安
全
基
準
等
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
追
加
コ
ス
ト
等
を
勘
案
し
て
、

四
〇
年
を
待
た
ず
に
い
わ
ゆ
る
廃
炉
（
同
法
四
三
条
の
三
の
三
三
「
原
子
炉
の
廃
止
」）
の
決
定
に
至
る
例
が
予
想
以
上
に
で
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
戦
列
か
ら
離
脱
す
る
原
子
炉
が
増
え
れ
ば
ふ
え
る
ほ
ど
、
そ
の
穴
を
埋
め
る
べ
く
リ
プ
レ
イ
ス
を
含
む
新
増
設
が
な
い

か
ぎ
り
、
数
字
合
わ
せ
が
ま
す
ま
す
不
可
能
に
な
る
の
で
あ
る）

11
（

。
原
発
稼
働
が
低
い
と
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
問
題
が
足
か
せ
に
な
る）

11
（

。

　

事
故
に
よ
り
脱
原
発
を
宣
言
し
た
福
島
は
別
と
し
て
、
従
来
漠
然
と
「
原
子
力
発
電
所
の
新
規
立
地
は
地
元
合
意
の
獲
得
が
難
し

い
が
、
既
設
地
点
で
の
増
設
や
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
な
ら
よ
り
容
易
で
は
な
い
か
」
と
思
わ
れ
、
地
元
も
、
ほ
の
か
に
期
待
し
て
い

る
可
能
性
も
あ
っ
た
。（
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
を
含
む
）
新
増
設
に
際
し
て
の
電
源
三
法
交
付
金
の
原
資
と
な
る
電
源
開
発
促
進
税
納

付
義
務
者
は
、
自
由
化
後
は
託
送
料
に
含
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

11
（

。

　

そ
も
そ
も
原
発
推
進
派
、
原
発
新
増
設
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
派
、
原
発
即
時
全
廃
等
、
原
発
に
対
し
て
い
か
な
る
見
解
・
立
場
に
立
と

う
と
、
い
っ
た
ん
原
発
に
よ
る
電
力
を
利
用
し
始
め
た
以
上
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処
理）

11
（

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
放
射
性
廃
棄
物
の
処
理
処
分
や
廃
炉
の
問
題
は
つ
き
ま
と
い
、
こ
れ
ら
と
向
か
い
合
わ
ざ
る
を
得
な
い
宿

命
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
廃
炉）

11
（

に
つ
い
て
は
、
技
術
面
、
経
済
面
、
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
、
マ
ン
パ
ワ
ー
（
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
？
）、
除
染
及

び
除
染
の
程
度
（
リ
プ
レ
イ
ス
予
定
の
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
に
差
異
？
）、
使
用
済
み
核
燃
料
及
び
低
中
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

等
）
11
（

の
問
題
が
あ
る
。
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ヌ
　
原
発
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
化
へ
の
リ
ス
ク
―
―
そ
の
3
　
軽
水
炉
至
上
主
義
か
新
型
炉
か

　

当
初
の
英
国
型
は
別
と
し
て
、
一
九
七
六
年
頃
に
電
源
開
発
株
式
会
社
に
よ
る
カ
ナ
ダ
型
重
水
炉
（
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｕ
炉
）
の
導
入
構

想
、
そ
の
後
新
型
転
換
炉
（
Ａ
Ｔ
Ｒ
）
導
入
構
想
、
ま
た
軽
水
炉
で
も
一
九
八
四
年
頃
に
東
京
電
力
株
式
会
社
に
よ
る
ド
イ
ツ
型
改

良
炉
Ｋ
―
Ｐ
Ｗ
Ｒ
の
導
入
構
想
も
存
在
し
た
が
、
わ
が
国
は
加
圧
水
型
（
Ｐ
Ｗ
Ｒ
）、
沸
騰
水
型
（
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）
の
違
い
は
あ
っ
て
も

「
軽
水
炉
」
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や
扱
い
や
す
さ
か
ら
、
慣
れ
親
し
ん
だ
炉
型
に
傾
く
こ
と
を
理
解
で
き
な
く

は
な
い
。
し
か
し
余
り
に
軽
水
炉
に
傾
斜
す
る
と
、
そ
の
信
頼
性
が
揺
ら
い
だ
と
き
に
お
手
上
げ
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

他
方
、
新
型
炉
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
案
に
「
安
全
性
・
経
済
性
に
優
れ
た
炉
の
追
及
」
と
伝
え
ら

れ
て
い
た
が）

11
（

、「
取
り
組
む
べ
き
技
術
的
課
題
」
の
項
で
「
小
型
モ
ジ
ュ
ー
ル
炉
や
溶
融
塩
炉
を
含
む
革
新
的
な
原
子
炉
開
発
」
と

記
さ
れ
た）

11
（

。
と
こ
ろ
が
、
か
つ
て
青
森
で
計
画
し
て
い
た
新
型
転
換
炉
（
Ａ
Ｔ
Ｒ
）
は
、
費
用
負
担
で
電
力
各
社
が
折
り
合
わ
ず
撤

退
し
て
し
ま
っ
た
。
高
速
増
殖
炉
「
も
ん
じ
ゅ
」
は
、
原
子
力
船
む
つ
（
米
粒
で
し
の
げ
た
放
射
線
漏
れ
）
と
同
じ
よ
う
な
運
命
を
た

ど
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
わ
が
国
が
先
鞭
を
つ
け
た
高
温
ガ
ス
炉
は
、
他
国
に
先
を
越
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

小
型
炉
を
含
む
新
型
炉
に
つ
い
て
は
、
誰
が
開
発
主
体
な
の
か
？　

開
発
に
必
要
な
人
材
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
？　

開
発
費
の

負
担
者
候
補
と
し
て
仮
に
電
力
会
社
を
考
え
る
と
し
て
も
、
自
由
化
に
よ
る
新
規
参
入
者
と
の
厳
し
い
消
耗
戦
的
価
格
競
争
に
加
え

て
、
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
化
さ
れ
た
発
電
会
社
の
財
務
的
体
力
は
乏
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
新
型
炉
の
開
発
・
導

入
に
は
数
々
の
ハ
ー
ド
ル
と
リ
ス
ク
と
が
伴
う
。
ま
た
、
軽
水
炉
事
故
で
原
発
ア
レ
ル
ギ
ー
の
国
民
が
、
新
型
炉
な
ら
ば
と
飛
び
つ

い
て
く
る
だ
け
の
格
段
の
安
全
性
、
た
と
え
ば
事
故
時
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
等
の
リ
ス
ク
軽
減
、
運
転
時
の
軽
水
炉
に
比
べ
た
放
射
能

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
区
域
面
積
の
縮
小
、
事
故
時
の
万
一
の
放
射
能
被
害
、
被
害
区
域
の
低
減
・
縮
小
と
い
っ
た
、
格
段
の
可
見
的

な
効
果
が
存
在
し
な
い
限
り
は
、
一
般
人
へ
の
受
容
（
Ｐ
Ａ
）
の
難
し
さ
は
残
る
だ
ろ
う
。
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ル
　
原
発
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
化
へ
の
リ
ス
ク
―
―
そ
の
他

　

旧
・
民
主
党
政
権
の
原
子
力
政
策
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
あ
る
。
政
権
交
代
に
よ
る
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
原
子
力
政
策
の
転
換

は
い
う
に
及
ば
ず
、
現
在
の
与
党
で
あ
る
自
民
党
内
に
す
ら
、
小
泉
純
一
郎
元
首
相
、
河
野
太
郎
外
務
大
臣
等
、
反
原
発
を
唱
え
る

大
物
政
治
家
が
存
在
す
る
。
と
な
る
と
、「
一
寸
先
は
闇
」
の
永
田
町
で
あ
る
か
ら
、
政
権
交
替
を
伴
わ
な
く
と
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
大
転
換
の
可
能
性
と
い
う
政
治
リ
ス
ク
を
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
原
発
は
新
規
立
地
決
定
か
ら
稼
働
ま
で

の
投
資
の
懐
妊
期
間
が
長
い
た
め
、
新
規
投
資
に
は
当
然
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ス
ク
を
伴
う）

1（
（

。

ヲ
　
小
括

　

以
上
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
も
く
ろ
む
原
発
の
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
化
に
つ
き
ま
と
う
リ
ス
ク
の
具
体
例
を
検
討
し
て
き
た
。
む

ろ
ん
リ
ス
ク
は
右
記
の
例
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ら
原
発
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
化
へ
の
リ
ス
ク
は
、
三
・
一
一
以
降
に
新
た
に
生
じ
た
リ
ス
ク
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
三
・
一
一

以
前
か
ら
お
よ
そ
原
発
に
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
が
、
三
・
一
一
以
降
、
顕
在
化
、
ま
た
は
増
大
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
さ
に
最
悪
シ
ナ
リ
オ

0

0

0

0

0

0

（the�w
orst�scenario

）
と
し
て
、
原
子
力
が
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
と
い
う
か
つ
て
の

「
栄
光
」
を
と
り
も
ど
す
こ
と
は
、
余
程
の
幸
運
に
恵
ま
れ
な
い
限
り
達
成
が
む
ず
か
し
く
、
仮
に
既
存
の
軽
水
炉
型
原
発
の
再
稼

働
を
進
め
、
か
つ
リ
プ
レ
イ
ス
を
含
む
原
子
炉
新
増
設
が
若
干
加
わ
っ
た
と
し
て
も
、
二
〇
三
〇
年
時
点
で
、
原
発
を

0

0

0

主
た
る

「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源

0

0

0

0

0

0

0

0

」
に
位
置
づ
け
る

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
は

0

0

0

、
お
よ
そ
実
行
可
能
な
い
し
現
実
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（feasible�or�realistic

）
で
な
い

0

0

0

、

と
暫
定
的
に
結
論
づ
け
ざ
る
を
得
な
い
。

（
28
）　
「
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た
御
意
見
の
募
集
に
つ
い
て
」http://serch.e-gov.jp　

〉
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
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ト
：
意
見
募
集
中
案
件
詳
細
〉
工
業
〉
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
（
案
件
番
号
六
二
〇
二
一
八
〇
〇
九
）。

　

学
会
報
告
後
、
右
の
パ
ブ
コ
メ
の
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。http://w

w
w

.e-gov.go.jp　

〉
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
：
結
果
公
示
案
件

詳
細
〉
工
業
〉
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
（
案
件
番
号
六
二
〇
二
一
八
〇
〇
九
）。
右
の
パ
ブ
コ
メ
結
果
は
、「
意
見
」
と
「
考
え
方
」
と
を
対

照
表
に
は
す
る
が
、
私
が
七
〇
歳
ま
で
つ
と
め
た
情
報
通
信
審
議
会
、
郵
政
行
政
・
情
報
通
信
行
政
審
議
会
で
の
パ
ブ
コ
メ
結
果
の
よ
う

な
論
点
項
目
ご
と
の
整
理
・
分
類
の
う
え
で
の
登
載
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
個
別
の
論
点
・
争
点
に
つ
い
て
の
検
索
が
困
難
で
あ
る
点

が
惜
し
ま
れ
る
。「
働
き
方
改
革
」
の
時
代
に
あ
っ
て
、
な
い
も
の
ね
だ
り
だ
ろ
う
か
。

（
2（
）　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・
前
掲
註
（
11
）・
一
七
頁
。

　

二
〇
一
八
年
七
月
三
日
閣
議
決
定
の
「
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」http://w

w
w

.m
eti.go.jp/press/2018/07/20180703001/�

20180703001.htm
l

で
は
、「
案
」
段
階
で
の
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
の
説
明
に
変
更
は
な
い
（
同
じ
く
一
七
頁
）。

（
30
）　

藤
原
淳
一
郎
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
か
現
実
か
？
」『
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
』
二
〇
一
一
年
七
月
号
二
八
頁
（
日
本
工
業

新
聞
社
）。
こ
の
と
き
私
は
「
こ
の
委
員
会
で
は
九
電
力
体
制
は
タ
ブ
ー
か
」
と
、
や
や
先
走
っ
た
感
の
あ
る
質
問
も
発
し
た
が
、
席
上

座
長
や
事
務
局
か
ら
回
答
を
得
た
記
憶
は
な
い
。
会
議
終
了
直
後
、
若
手
官
僚
の
好
意
的
反
応
を
得
た
。

（
31
）　
「
東
京
電
力
の
事
故
」
と
聞
き
付
け
て
ド
イ
ツ
、
ボ
ン
大
学�Schm

idt-�Preuß

教
授
か
ら
自
宅
に
電
話
が
あ
り
「
原
発
は
居
住
地

か
ら
二
〇
〇
か
ら
二
五
〇
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
る
」
と
答
え
た
。
後
日
談
と
し
て
伝
え
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
菅
首
相
（
民
主
党
）
の
官
邸

は
、
被
災
地
か
ら
の
「
学
童
疎
開
」
等
は
念
頭
に
な
く
、
東
京
へ
の
被
害
拡
散
ば
か
り
を
心
配
し
て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
こ

と
が
、
中
部
電
力
浜
岡
原
発
運
転
停
止
要
請
に
導
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

二
〇
一
一
年
五
月
六
日
付
・
海
江
田
経
済
産
業
大
臣
発
・
水
野
中
部
電
力
株
式
会
社
取
締
役
社
長
・
社
長
執
行
役
員
宛
「
浜
岡
原
子
力

発
電
所
の
津
波
に
対
す
る
防
護
対
策
の
確
実
な
実
施
と
そ
れ
ま
で
の
間
の
運
転
の
停
止
に
つ
い
て
」
が
、
菅
首
相
の
判
断
（http://

w
w

w
.kantei.go.jp/jp/kan/statem

ent/201105/06kaiken.htm
l

）
に
基
づ
く
も
の
か
、
海
江
田
大
臣
の
発
案
か
こ
こ
で
は
措
く
。

本
件
は
、
新
聞
報
道
か
ら
は
、
原
田
大
樹
「
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
」
法
学
教
室
三
七
三
号
四
、
八
頁
（
二
〇
一
一
）
の
よ
う
に
中
部

電
力
側
が
自
由
意
思
で
国
の
要
請
（
行
政
指
導
）
に
し
た
が
っ
た
教
科
書
的
典
型
例
と
理
解
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
中
部
電
力
プ
レ
ス

リ
リ
ー
ス
・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
二
〇
一
一
年
（http://w

w
w

.chuden.co.jp/corporate/publicity/pub-release/press/3156075-�
6（26.htm

l

）「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」（http://w

w
w

.chuden.co.jp/correspondence/�
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l

）
を
検
索
す
る
と
、
同
月
九
日
付
中
部
電
力
「
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
運
転
停
止
に
つ
い
て
」
の
「
添
付
資
料
・
浜
岡
原
子

力
発
電
所
の
運
転
停
止
要
請
に
係
る
確
認
事
項
」
に
は
、「
3
．
全
号
機
運
転
停
止
し
た
場
合
、
多
大
な
追
加
費
用
が
発
生
す
る
。
当
社

は
最
大
限
経
営
効
率
化
に
努
め
る
が
、
…
…
過
度
な
負
担
…
…
の
回
避
・
軽
減
に
向
け
国
と
し
て
十
分
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」、「
4
．

全
号
機
運
転
停
止
し
た
場
合
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
非
常
に
厳
し
く
な
る
。
当
社
は
…
…
最
大
限
努
力
し
て
い
く
が
、
国
に
お
い
て
も
十
分

な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
等
の
支
援
要
請

0

0

0

0

が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
月
一
一
日
付
大
臣
回
答
に
は
、「［
右
中
部
電
力
の
い
う
］『
確
認
事

項
』
に
つ
い
て
は
経
済
産
業
省
と
し
て
確
認
し
、
必
要
な
対
応
を
取
っ
た
上
、
中
部
電
力
株
式
会
社
の
取
組
み
を
最
大
限
支
援
し
ま
す
」

と
あ
る
。
支
援
が
実
際
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
あ
っ
た
と
し
て
そ
の
中
身
・
程
度
等
は
不
詳
で
あ
る
。
両
者
の
右
の
や
り
と
り
か
ら
は
、

行
政
指
導
た
る
「
要
請
」
を
中
部
電
力
が
「
受
諾
」
し
た
と
い
う
単
純
な
話
よ
り
も
む
し
ろ
、
国
・
中
部
電
力
間
の
「
合
意
」「
契
約
」

と
か
国
の
「
確
約
」
と
構
成
す
る
可
能
性
も
で
て
き
そ
う
で
あ
る
。

（
32
）　

世
論
調
査
は
面
接
よ
り
電
話
に
よ
る
の
が
主
流
だ
が
、
携
帯
電
話
以
外
に
固
定
電
話
は
あ
っ
て
も
「
振
込
み
詐
欺
」
迷
惑
電
話
対
策

で
二
四
時
間
留
守
番
電
話
設
定
の
我
が
家
は
調
査
対
象
外
で
あ
る
。
回
答
者
の
問
題
へ
の
熟
知
度
や
真
剣
さ
を
不
問
に
付
し
た
「
す
べ
て

一
票
」
と
い
う
悪
平
等
に
加
え
て
、
設
問
の
表
現
、
典
型
的
に
は
誘
導
尋
問
的
問
い
掛
け
次
第
で
、
結
果
が
い
か
よ
う
に
も
変
動
し
、
い

く
ら
で
も
結
果
を
操
作
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
「
誤
差
」
を
根
拠
に
世
論
調
査
自
体
に
懐
疑
的
な
見
解
も
あ
り
得
る
。
こ
の
点
を
措
い
て

も
、
再
稼
働
を
含
む
原
発
認
容
度
は
、
凋
落
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

旧
ソ
連
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
比
べ
て
福
島
事
故
は
、
放
射
能
の
拡
散
量
や
拡
散
範
囲
は
小
さ
い
が
、
前
者
は
原
子
炉
を
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
て
い
っ
た
ん
終
結
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
劣
化
が
現
在
問
題
化
）
し
た
が
、
福
島
は
い
ま
だ
に
汚
染
水
処
理
問
題
が
長
引
き
解
決
の

目
途
が
な
か
な
か
立
ち
に
く
く
現
在
進
行
形
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
原
発
の
イ
メ
ー
ジ
を
悪
く
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
33
）　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
・
前
掲
註
（
12
）「
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
懇
談
会
提
言
―
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
へ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
・
関
連
資

料
」
二
七
頁
に
よ
る
。

（
34
）　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
・
同
右
・
一
四
頁
に
よ
る
。

（
35
）　http://w

w
w

.kantei.go.jp/jp/topics/2012/pdf/20120（1（kakugikettei.pdf

（
36
）　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
「
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
」
四
頁　

http://w
w

w
.kantei.go.jp/jp/noda/actions/20120（/�

14kaigi.htm
l
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（
37
）　

経
済
産
業
省
「
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
」http://w

w
w

.m
eti.go.jp/press/2014/20140411001/�

20140411001.htm
l

（
38
）　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」（
二
〇
一
四
年
四
月
）
二
一
頁　

http://w
w

w
.enecho.m

eti.go.jp/category/othes/basic-plan/
pdf/140411.pdf

（
3（
）　

同
右
最
終
頁
「（
参
考
）
電
力
需
要
に
対
応
し
た
電
源
構
成
」
は
、
過
去
の
電
源
別
の
内
訳
を
示
す
の
み
で
あ
る
。
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
幹
部
（
当
時
）
は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
つ
い
て
聞
く
」
経
団
連
タ
イ
ム
ス
三
一
七
八
号
（
二
〇
一
四
）http://w

w
w

.
keidanren.or.jp/journal/tim

es/2014/052 （

―04.htm
l

に
お
い
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
…
…
速
や
か
に
示
す
」
と

回
答
し
て
い
る
。

（
40
）　

経
済
産
業
省
「『
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
』
を
決
定
し
ま
し
た
」http://w

w
w

.m
eti.go.jp/press/2015/07/20150716004/�

20150716004.htm
l　

〉「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
七
頁
。

（
41
）　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・
前
掲
註
（
11
）・
一
九
頁
。。

（
42
）　

第
四
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
・
前
掲
註
（
38
）・
二
一
―
二
二
頁
。

（
43
）　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・
前
掲
註
（
11
）・
九
七
―
九
八
頁
。
な
お
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
に
よ
る
と
、

環
境
省
は
、
原
発
の
新
増
設
な
し
、
既
存
原
発
を
最
長
六
〇
年
と
み
て
二
〇
五
〇
年
時
点
の
原
発
比
率
を
七
～
九
％
と
試
算
し
て
い
た
と

い
う
。

（
44
）　
「
原
発
比
率
・
目
標
を
維
持
」
二
〇
一
八
年
五
月
一
七
日
付
日
本
経
済
新
聞
一
、
三
面
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
日
本
の
選
択
・
基
本
計
画

の
宿
題
1
・
電
源
構
成
見
直
し
素
通
り
」
同
年
七
月
五
日
付
同
紙
五
面
、「
同
・
4
・
多
難
の
原
子
力
官
民
で
打
開
」
同
月
一
二
日
付
同

紙
五
面
。

（
45
）　
「
福
島
第
2
原
発
廃
炉
へ
、
東
電
一
号
機
か
ら
」
二
〇
一
七
年
三
月
一
七
日
毎
日
新
聞https://m

ainichi.jp/articles/20170317/
k00/00m

/020/13（000c

「
電
源
構
成
議
論
急
務
に
・
大
飯
原
発
廃
炉
へ
―
『
老
朽
』
全
国
に
二
〇
基
」
同
年
一
〇
月
一
八
日
付
日
本
経

済
新
聞
五
面
等
。
そ
の
後
の
水
野
倫
之
「
福
島
第
二
廃
炉
へ
―
問
わ
れ
る
経
営
ト
ッ
プ
の
判
断
」（
二
〇
一
八
年
六
月
一
五
日
）http://

w
w

w
.nhk.or.jp/kaisetu-blog/300/2（（678.htm

l

参
照
。

（
46
）　
「
社
説
・
エ
ネ
政
策
見
直
し
へ
議
論
尽
く
し
た
か
」
二
〇
一
八
年
五
月
三
〇
日
付
日
本
経
済
新
聞
二
面
等
。
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（
47
）　

橘
川
武
郎
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
論
点
（
上
）・
原
発
『
建
替
え
』
の
戦
略
示
せ
」
二
〇
一
八
年
五
月
一
四
日
付
日
本
経
済
新

聞
一
二
面
、「
エ
ネ
未
来
像
・
具
体
性
欠
く
」
同
月
一
七
日
付
同
紙
三
面
。

（
48
）　

新
設
と
し
て
電
源
開
発
株
式
会
社
大
間
原
子
炉
が
あ
る
。
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
に
向
け
て
「『
新
型
炉
も
選
択
肢
』
関
電
社
長
・
美

浜
［
原
発
］
建
て
替
え
検
討
で
』
二
〇
一
八
年
六
月
九
日
付
日
本
経
済
新
聞
七
面
参
照
。

（
4（
）　

最
近
で
は
水
野
倫
之
「
新
知
事
で
ど
う
な
る
―
柏
崎
刈
羽
再
稼
働
」（
二
〇
一
八
年
六
月
二
〇
日
）http://w

w
w

.nhk.or.jp/
kaisetu-blog/300/300076.htm

l

参
照
。

（
50
）　

原
子
力
規
制
委
員
会
「
原
子
力
災
害
対
策
指
針
」
一
七
頁
図
1
「
防
護
措
置
実
施
の
フ
ロ
ー
の
例
」、
同
「
原
子
力
災
害
対
策
指
針

の
ポ
イ
ン
ト
」
一
―
四
頁　

http://w
w

w
8.cao.go.jp/genshiryoku-bousai/keikaku/keikaku.htm

l

（
51
）　
「
原
発
『
地
元
議
論
』
に
周
辺
自
治
体
が
入
り
た
が
る
『
事
情
』
と
は
―
再
稼
働
合
意
に
影
落
と
す
『
地
元
』
の
定
義
づ
け
」
二
〇

一
四
年
一
一
月
四
日
付
産
経
ニ
ュ
ー
スhttp://w

w
w

.sankei.com
/prem

ium
/print/141111/prm

1411110004-c.htm
l　

水
野
倫

之
「『
地
元
』
の
理
解
は
ど
う
な
っ
た
―
玄
海
原
発
再
稼
働
」（
二
〇
一
八
年
三
月
二
三
日
）http://w

w
w

.nhk.or.jp/kaisetu-
blog/100/2（3036.htm

l

等
参
照
。

（
52
）　

前
掲
註
（
51
）・
産
経
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
、
東
京
電
力
は
柏
崎
刈
羽
原
発
に
つ
き
、
新
潟
県
、
柏
崎
市
、
刈
羽
村
の
ほ
か
の
県
内

全
市
町
村
と
協
定
を
締
結
し
、
施
設
の
増
設
・
変
更
に
事
前
了
解
を
得
る
と
あ
る
が
、
再
稼
働
の
合
意
規
定
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
二
〇

一
七
年
一
二
月
二
七
日
付
河
北
新
報
「
女
川
原
発
・
避
難
計
画
検
証
、
地
元
の
合
意
―
課
題
山
積
、
再
稼
働
見
通
せ
ず
」http://w

w
w

.
kahoku.co.jp./tohokunew

s/201712/20171227-13006.htm
l

に
よ
れ
ば
、
日
本
原
子
力
発
電
は
、
東
海
第
二
原
発
の
同
意
対
象
を
周

辺
自
治
体
に
広
げ
る
と
い
う
。

（
53
）　

原
子
力
規
制
委
員
会
の
火
山
活
動
に
関
す
る
見
解
は
、
同
委
員
会
原
子
炉
安
全
専
門
審
査
会
原
子
炉
火
山
部
会
の
第
三
回
会
合
（
二

〇
一
八
年
四
月
一
三
日
）
の
配
布
資
料
中
、
原
子
力
規
制
委
員
会
「
原
子
力
発
電
所
の
火
山
影
響
評
価
ガ
イ
ド
」（
平
成
二
五
原
規
技
発

一
三
〇
六
一
九
一
〇
制
定
、
平
成
二
九
原
規
技
発
一
七
一
一
二
九
一
〇
改
正
）、
原
子
力
規
制
庁
「
原
子
力
発
電
所
の
火
山
影
響
評
価
ガ

イ
ド
に
お
け
る
『
設
計
対
応
可
能
な
火
山
事
象
を
伴
う
火
山
活
動
の
評
価
』
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
」、
原
子
力
規
制
庁

「
新
規
制
基
準
に
お
け
る
火
山
事
象
に
係
る
規
制
要
求
事
項
に
つ
い
て
」
参
照
。http://w

w
w

.nsr.go.jp/disclosure/com
m

ittee/
roanshin-kazan/00000003-2.htm

l
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（
54
）　

た
と
え
ば
伊
方
原
発
三
号
機
運
転
差
止
仮
処
分
申
請
事
件
で
、
広
島
高
決
平
成
二
九
年
一
二
月
一
三
日
は
、「
火
山
事
象
の
影
響
に

よ
る
危
険
性
」
を
重
視
し
、
申
請
を
認
容
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
「
本
案
裁
判
所
が
問
う
裁
判
所
と
異
な
る
判
断
を
す
る
可
能
性
も
あ
る

等
の
事
情
」
か
ら
「
運
転
停
止
を
命
じ
る
期
間
は
、
平
成
三
〇
年
九
月
三
〇
日
ま
で
と
し
て
い
た
。

（
55
）　

た
と
え
ば
関
西
電
力
大
飯
原
発
三
、
四
号
機
運
転
差
止
め
訴
訟
で
は
、
福
井
地
判
平
成
二
六
年
五
月
二
一
日
が
請
求
を
認
容
し
た
が
、

名
古
屋
高
判
平
成
三
〇
年
七
月
四
日
（
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
は
覆
し
た
。
二
〇
一
八
年
七
月
五
日
付
日
本
経
済
新
聞
三
、
三
六
面
も

参
照
。

（
56
）　

前
掲
註
（
5
）
に
挙
げ
た
二
〇
一
四
年
の
原
子
力
学
会
社
会
経
済
部
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
）
に
お
け
る
報
告
「
大
飯
原

発
差
止
め
訴
訟
判
決
の
読
み
方
」。
当
日
の
報
告
・
質
疑
応
答
を
学
会
Ｈ
Ｐ
登
載
用
に
事
務
局
に
返
送
し
た
が
、
い
ま
だ
登
載
さ
れ
て
い

な
い
。

（
57
）　

情
報
公
開
ク
リ
ア
リ
ン
グ
ハ
ウ
ス
「
最
高
裁
で
の
原
発
訴
訟
な
ど
に
研
究
会
の
資
料
」https://clearing-house.org/?p=883

に

よ
る
。
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日
付
「
原
発
安
全
性
、
本
格
審
理
を
―
最
高
裁
研
究
会
、
福
島
事
故
踏
ま
え
改
革
論
」
日
本
経
済
新
聞

https://w
w

w
.nikkei.com

/article/D
GX

N
A

SD
G3102U

-R30C12A
8CR8000/

参
照
。

（
58
）　

二
〇
一
四
年
八
月
付
日
弁
連
新
聞
四
八
七
号
三
面
。

（
5（
）　

本
稿
で
は
立
入
ら
な
い
が
、
高
木
教
授
の
大
要
「
原
発
の
安
全
性
は
行
政
訴
訟
の
審
判
対
象
で
あ
り
、
民
事
差
止
訴
訟
・
仮
処
分
で

は
争
え
な
い
」
と
い
う
主
張
（
高
木
光
「
原
子
力
技
術
に
基
づ
く
判
断
を
『
素
人
の
代
表
』
に
委
ね
て
い
い
の
か
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
二
〇
一
四
年
七
月
号
七
〇
頁
、
同
「
原
発
訴
訟
に
お
け
る
民
事
法
の
役
割
」
自
治
研
究
九
一
巻
一
〇
号
二
二
頁
［
二
〇
一
五
］
等
）

が
論
争
の
火
付
け
役
に
な
っ
た
。
少
な
く
と
も
現
行
訴
訟
制
度
の
も
と
で
は
高
木
説
に
は
無
理
が
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
橋
本
博
之
「
原
発

規
制
と
環
境
行
政
訴
訟
」
環
境
法
研
究
五
号
二
七
、
三
四
頁
（
二
〇
一
六
）、
大
塚
直
「
原
発
の
稼
働
に
よ
る
危
険
に
対
す
る
民
事
差
止

訴
訟
に
つ
い
て
」
同
・
九
一
、
一
〇
三
頁
、
高
橋
滋
「
原
子
力
法
の
諸
問
題
」
同
・
一
一
七
、
一
二
四
頁
等
参
照
。

　

こ
と
の
賛
否
を
別
に
す
れ
ば
、
立
法
論
と
し
て
は
、
他
国
の
よ
う
に
原
子
炉
の
安
全
性
審
査
を
行
政
訴
訟
に
集
中
さ
せ
る
（
原
子
炉
等

規
制
法
に
特
則
、
裁
判
所
法
改
正
等
）
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
立
法
化
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
高
木
教
授
と
別
に
「
原
発
操
業
へ
の
仮
処
分
申
請
は
地
裁
で
は
な
く
高
裁
を
一
審
と
す
る
」
と
の
案
（
民
事
保
全
法
に
特
則
、
裁

判
所
法
改
正
等
）
が
一
部
で
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
が
、
趣
旨
不
明
（
む
し
ろ
意
図
が
露
骨
？
）
で
、
よ
り
一
層
実
現
化
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
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（
60
）　
「
原
発
、
国
民
負
担
は
長
期
化
『
福
島
』
費
用
二
一
・
五
兆
円
」
二
〇
一
六
年
一
二
月
一
〇
日
付
日
本
経
済
新
聞
電
子
版
。

（
61
）　

制
度
論
と
し
て
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
「
原
子
力
事
故
の
賠
償
の
備
え
に
関
す
る
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
六
年
一
一

月
二
九
日
）http://w

w
w

.m
eti.go.jp/com

m
itee/sougouenergy/kiohnseisaku/dennryoku-sysm

-kaikaku/zaim
u/pdf/05-

03-00.pdf

参
照
。

（
62
）　

二
〇
一
七
年
二
月
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
貫
徹
の
た
め
の
政
策
小
委
員
会
・
中
間

と
り
ま
と
め
」
二
四
頁
。
託
送
力
に
上
乗
せ
と
い
う
の
は
極
め
て
例
外
的
な
措
置
（
二
五
頁
）
な
の
で
、
電
力
会
社
の
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
放
出
と
抱
き
合
わ
せ
の
ア
イ
デ
ア
も
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

（
63
）　

橘
川
武
郎
・
前
掲
註
（
47
）
参
照
。

（
64
）　

学
会
報
告
後
、
に
わ
か
に
米
国
政
府
が
わ
が
国
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有
量
を
問
題
視
し
始
め
た
。
こ
れ
ま
で
も
米
国
民
主
党
政
権
下

で
た
び
た
び
問
題
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、「
平
和
利
用
」
に
徹
す
る
わ
が
国
の
立
場
を
説
明
し
、
し
の
い
で
き
た
。
共
和
党
政
権

下
で
の
問
題
化
は
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
核
不
拡
散
の
旗
印
の
も
と
、
北
朝
鮮
、
イ
ラ
ン
等
の

非
核
化
に
難
航
し
て
い
る
こ
と
、
二
〇
一
八
年
七
月
で
日
米
原
子
力
協
定
が
三
〇
年
の
満
期
を
迎
え
る
こ
と
等
か
ら
、
わ
が
国
に
飛
び
火

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
平
和
利
用
、
す
な
わ
ち
軽
水
炉
で
の
プ
ル
サ
ー
マ
ル
、
高
速
増
殖
炉
開
発
等

の
構
想
が
、
三
・
一
一
以
降
、
原
発
再
稼
働
の
遅
れ
、
も
ん
じ
ゅ
廃
炉
等
、
大
き
く
狂
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
目
を
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

こ
の
た
め
閣
議
決
定
（
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
）・
前
掲
註
（
2（
）・
五
三
頁
は
、「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保
有
量
の
削
減
に
取
り
組

む
」
と
追
記
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
原
子
力
委
員
会
は
、
二
〇
一
八
年
七
月
三
一
日
、「
我
が
国
に
お
け
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
基
本

的
な
考
え
方
」
を
ま
と
め
た
。http://w

w
w

.aec.go.jp/jicst/N
C/iinkai/teirei/siryo2018/siryo27/index.htm

　

〉
配
布
資
料
3

―
2
号
、
同
年
八
月
一
日
付
日
本
経
済
新
聞
五
面
参
照
。
な
お
日
米
原
子
力
協
定
は
自
動
延
長
さ
れ
て
い
る
。
同
年
七
月
一
七
日
付
同
紙

三
面
。

　

関
連
記
事
と
し
て
「
仏
政
府
が
共
同
事
業
で
縮
小
表
明
・
高
速
炉
開
発
に
ブ
レ
ー
キ
・
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に
影
響
も
」
同
年
六
月
二
九

日
付
同
紙
二
九
面
、「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
日
本
に
選
択
」
同
年
七
月
一
日
付
同
紙
二
五
面
、
鈴
木
達
治
郎
「
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
管
理
の
論

点
・
上
・
新
た
な
国
際
規
範
確
立
の
時
」
同
月
二
六
日
付
同
紙
二
五
面
参
照
。
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（
65
）　

電
源
開
発
促
進
税
法
（
昭
和
四
九
法
七
九
）
に
よ
れ
ば
、
電
源
開
発
促
進
税
の
納
税
義
務
者
は
、
従
来
は
一
般
電
気
事
業
者
（
同
法

三
条
）
で
あ
っ
た
が
、
電
力
自
由
化
に
よ
る
法
改
正
に
よ
っ
て
、
一
般
送
配
電
事
業
者
（
同
条
）
に
な
り
、
一
般
送
配
電
事
業
託
送
供
給

等
約
款
料
金
算
定
規
則
（
平
成
二
八
経
産
省
令
二
二
）
四
条
一
項
で
託
送
原
価
中
「
営
業
費
」
に
該
当
す
る
。

（
66
）　

使
用
済
燃
料
の
再
処
理
に
か
か
る
原
資
は
、「
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
た
め
の
積
立
金
の
積
立
及
び
管

理
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
一
七
法
四
八
）
を
「
原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
に
関
す
る
法
律
」
に
法
典
名

を
変
更
（
平
成
二
八
法
四
〇
）
し
、
拠
出
金
制
度
に
な
っ
た
。
特
定
実
用
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
が
拠
出
金
を
納
付
す
る
（
同
法
四
条
）。

た
だ
し
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
既
発
電
費
」（
旧
法
附
則
三
条
一
項
の
積
立
金
利
息
を
除
く
）
と
「
使
用
済
燃
料
再
処
理
等
既
発
電
費

支
払
契
約
締
結
分
」
は
、
託
送
料
金
算
定
規
則
四
条
二
項
で
託
送
原
価
中
の
「
営
業
費
」
に
該
当
し
、
託
送
料
金
か
ら
回
収
さ
れ
る
。

（
67
）　

第
二
東
京
弁
護
士
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
前
掲
註
（
5
）
に
お
い
て
、
猪
瀬
副
知
事
（
当
時
）
が
、
福
島
「
廃
炉
」
を
契
機
に
「
廃
炉

技
術
」
は
、
世
界
へ
向
け
わ
が
国
「
ビ
ジ
ネ
ス
」
チ
ャ
ン
ス
と
主
張
し
た
が
、
私
は
「
原
子
力
平
和
利
用
の
み
の
わ
が
国
に
は
経
験
、
ノ

ウ
ハ
ウ
、
人
材
が
薄
く
［
フ
ラ
ン
ス
、
米
国
等
の
］
核
保
有
国
に
比
べ
勝
機
な
し
」
と
楽
観
論
を
た
し
な
め
た
と
こ
ろ
、
彼
は
「
藤
原
先

生
。［
石
原
］
慎
太
郎
と
話
が
合
い
そ
う
で
す
ね
。
紹
介
し
ま
し
ょ
う
か
。」。
司
会
の
紀
藤
弁
護
士
は
す
か
さ
ず
「
藤
原
先
生
は
、
審
議

会
［
席
上
］
で
も
何
で
も
ズ
バ
ズ
バ
物
を
い
う
の
で
、
誤
解
さ
れ
や
す
い
［
し
外
さ
れ
る
］。
念
の
た
め
」
と
フ
ォ
ロ
ー
。

（
68
）　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
は
、
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
二
法
一
一
七
）
に
よ
り
拠
出
金

納
付
義
務
を
「
発
電
用
原
子
炉
設
置
者
」
の
み
に
課
す
（
同
法
一
一
条
）。
右
法
律
制
定
の
際
、
国
は
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分

に
完
全
に
腰
が
ひ
け
て
、
他
国
の
よ
う
な
国
家
管
理
で
な
く
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
汚
染
者
負
担
原
則
）
を
も
ち
だ
し
て
民
間
（
発
電
用
原
子
炉
設

置
者
）
に
押
し
つ
け
る
形
を
と
っ
た
。
藤
原
淳
一
郎
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
」『
塩
野
宏
先
生
古
稀
記
念
・
行
政
法
の
発
展
と

変
革
・
下
巻
』
七
九
一
、
八
〇
四
―
八
〇
八
頁
、
有
斐
閣
（
二
〇
〇
一
）
参
照
。
実
施
主
体
の
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ

Ｏ
）
ス
タ
ー
ト
時
か
ら
現
時
点
に
い
た
る
ま
で
処
分
地
候
補
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
。

　

右
機
構
発
足
前
、
推
進
機
関
で
あ
る
Ｓ
Ｈ
Ｐ
の
研
究
会
に
お
い
て
、
立
地
に
際
し
て
は
「
発
電
所
立
地
・
振
興
の
『
電
源
三
法
』
の
延

長
線
で
は
も
た
な
い
」。
処
分
地
（
跡
地
）
を
、
ハ
ワ
イ
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
、
ハ
イ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
「
3
Ｈ
」
と
い
う
ス
ー
パ
ー
・
ハ

ニ
ー
・
プ
レ
イ
ス
（
ま
た
は
パ
レ
ス
）（
Ｓ
Ｈ
Ｐ
）
と
し
て
、
娯
楽
・
芸
術
・
学
術
（
大
学
や
研
究
機
関
）
で
「
訪
れ
た
い
」「
働
き
た

い
」「
住
み
た
い
」『
3
タ
イ
』
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
場
所
に
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
、
主
張
し
た
。
こ
と
に
定
住
型
の
誘
致
策
が
大
事
で
あ
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る
。
現
実
に
は
旧
態
依
然
と
し
た
バ
ラ
マ
キ
的
発
想
が
続
き
、
残
念
で
あ
る
。
藤
原
淳
一
郎
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
最
終
処
分

場
に
か
か
る
地
域
振
興
策
」
産
業
立
地
三
八
巻
三
号
一
頁
（
一
九
九
九
）。

（
6（
）　

二
〇
一
八
年
五
月
四
日
付
日
本
経
済
新
聞
二
一
面
。

（
70
）　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・
前
掲
註
（
11
）・
八
六
頁
、
閣
議
決
定
・
前
掲
註
（
2（
）・
八
八
頁
。

（
71
）　

斎
藤
和
夫
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
と
担
保
」
藤
原
淳
一
郎
編
『
ア
ジ
ア
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
―
二
一
世
紀
へ

の
展
望
（
慶
應
義
塾
大
学
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
）』
四
三
頁
以
下
（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
）
参
照
。

（
二
）　
石
炭

イ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る
「
石
炭
」

　

二
〇
一
五
年
時
点
で
電
力
用
の
三
四
％
が
石
炭
火
力
で
あ
る）

11
（

。

　

第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
よ
り
も
時
間
的
に
先
に
公
表
さ
れ
た
目
標
年
次
二
〇
五
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
懇
談
会
提
言
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
・
脱
炭
素
化
が
実
現
す
る
ま
で
の
過
渡
期
に
お
い
て
…
…
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
ガ
ス
利
用
の
シ
フ
ト
と
非
効
率
石

炭
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
、
世
界
に
お
け
る
石
炭
利
用
の
低
炭
素
化
支
援
に
向
け
た
高
効
率
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
に
傾
注
」
と
し
て
い
た）

11
（

。

　

第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
（
案
）
は
、
石
炭
を
「
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
大
き
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
」
と
断
っ
た

う
え
で
「
安
定
供
給
性
や
経
済
性
に
優
れ
た
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
の
燃
料
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
」
お
り
「
高
効
率
化
を

前
提
と
し
て
…
…
長
期
を
展
望
し
た
環
境
負
荷
低
減
を
見
据
え
つ
つ
活
用
」
と
位
置
付
け
て
い
た）

11
）（
11
（

。

　

地
球
環
境
問
題
は
、
資
源
探
査
・
採
掘
・
火
力
発
電
向
け
等
の
融
資
に
ま
で
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
時
代）

11
（

な
の
に
、
二
〇

三
〇
年
、
二
〇
五
〇
年
を
見
据
え
て
地
球
環
境
に
配
慮
す
る
と
い
い
つ
つ
も
、
非
効
率
の
石
炭
火
力
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
に
と
ど
め

て
、
高
効
率
の
石
炭
火
力
に
限
っ
て
選
択
肢
と
し
て
残
す
と
い
う
の
は
、
不
徹
底
な
方
針

0

0

0

0

0

0

に
し
か
写
ら
な
い
。
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ロ
　
わ
が
国
の
選
択
肢

　

右
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
は
、
わ
が
国
為
政
者
の
地
球
環
境
へ
の
危
機
意
識
が
極
め
て
薄
い
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。
最
近
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
、
ト
ル
ネ
ー
ド
等
の
異
常
気
象
や
、
デ
ン
グ
熱
等
の
熱
帯
伝
染
病
の
北
進
等
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
示
す
事
象
に
限
り
は

な
い）

11
（

。
早
い
話
、
東
京
は
江
戸
幕
府
時
代
か
ら
埋
立
て
地
域
を
多
く
抱
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
な
ら
ず
と
も
都

心
の
霞
ヶ
関
も
区
立
三
田
図
書
館
付
近
も
海
抜
は
極
め
て
低
く）

11
（

、
津
波
の
ほ
か
高
潮
に
よ
る
一
時
的
な
海
面
水
位
上
昇
リ
ス
ク
は
、

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
「
よ
そ
の
国
」
の
話
と
呑
気
に
構
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

わ
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
血
眼
に
な
っ
て
い
る
間
に
、
皮
肉
な
こ
と
に
石
炭
・
褐
炭
依
存
度
の
高
か
っ
た
欧
州
・
中
国
の
主
導
に
よ
り

「
パ
リ
協
定
」
が
発
効
し
、
わ
が
国
は
ひ
と
ま
わ
り
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
た
感
が
あ
る
。
ジ
ャ
パ
ン
・
バ
ッ
シ
ン
グ
（bashing

）
な
ら

ぬ
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ッ
シ
ン
グ
（passing
）
の
感
が
あ
る
。
わ
が
国
が
「
ク
リ
ー
ン
・
コ
ー
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
途
上
国
向
け
に

主
唱
・
実
践
し
国
際
貢
献
す
る
こ
と
は
推
奨
さ
れ
て
も
、
自
国
向
け
に
「
ク
リ
ー
ン
・
コ
ー
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
の
旗
の
み
を
振

り
続
け
る
こ
と
は
、
日
本
を
先
進
国
の
な
か
で
の
孤
立
化
の
道
を
進
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　
「
待
っ
た
な
し

0

0

0

0

0

」
の
地
球
環
境
（
温
暖
化
防
止
）
問
題
で
あ
る
。
石
炭
火
力
は
、
高
効
率
・
非
効
率
、
新
設
・
既
設
を
問
わ
ず
、
可0

及
的
速
や
か
な
段
階
的
廃
止

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
そ
が
強
く
望
ま
れ
る
。

（
72
）　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
・
前
掲
註
（
33
）・
二
九
頁
に
よ
る
。

（
73
）　

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
懇
談
会
・
前
掲
註
（
12
）・
二
〇
頁
。

（
74
）　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・
前
掲
註
（
11
）・
二
〇
頁
。
な
お
閣
議
決
定
・
前
掲
註
（
2（
）・
二
〇
頁
で
調
査
会
案
に
加
筆
さ
れ

た
の
は
、「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
に
伴
い
、
適
切
に
出
力
調
整
を
行
う
必
要
性
が
高
ま
る
と
見
込
ま
れ
る
」
こ
と
、「
高
効

率
化
・
次
世
代
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
ガ
ス
利
用
へ
の
シ
フ
ト
と
非
効
率
石
炭
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
に
取
り
組
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む
」
こ
と
で
あ
る
。
後
者
の
「
高
効
率
化
・
次
世
代
化
を
推
進
」「
非
効
率
な
石
炭
火
力
発
電
の
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
」
は
調
査
会
案
で
も

指
摘
さ
れ
て
い
た
（
五
六
頁
）。

（
75
）　

そ
の
後
の
二
〇
一
八
年
七
月
二
六
日
付
日
本
経
済
新
聞
一
面
に
よ
る
と
、
高
効
率
化
が
困
難
な
小
型
石
炭
火
力
の
新
設
に
つ
い
て
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
を
用
い
て
規
制
す
る
方
針
と
い
う
。

（
76
）　
「
石
炭
火
力
投
融
資
に
厳
し
い
目
」
二
〇
一
八
年
六
月
二
九
日
付
日
本
経
済
新
聞
七
面
に
よ
る
と
、
先
進
国
金
融
機
関
の
対
応
に
は
、

石
炭
火
力
向
け
前
面
融
資
禁
止
、
高
効
率
等
で
は
な
い
も
の
は
禁
止
、
案
件
ご
と
に
判
断
の
三
種
が
あ
る
と
い
う
。
同
年
八
月
一
日
付
同

紙
七
面
に
よ
る
と
、
三
井
住
友
信
託
銀
行
は
、
国
内
外
の
石
炭
火
力
向
け
融
資
を
原
則
や
め
る
方
針
を
打
出
し
た
。

（
77
）　

二
〇
一
八
年
夏
の
熱
中
症
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。「
異
常
気
象
世
界
で
猛
威
」
二
〇
一
八
年
七
月
二
五
日
付
日
本
経
済
新
聞
夕
刊
一

面
、
久
保
田
昌
幸
「
温
暖
化
被
害
軽
減
へ
新
法
に
防
止
成
立
―
自
治
体
に
対
応
策
義
務
付
け
」
同
月
二
三
日
付
同
紙
二
面
等
。

（
78
）　

一
時
期
、
南
海
、
東
南
海
、
東
海
の
三
地
震
が
同
時
発
生
時
の
津
波
影
響
の
予
測
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
二
〇
二
〇
年
東
京
五
輪
誘

致
話
と
と
も
に
都
内
の
被
害
予
測
は
急
に
し
ぼ
ん
で
し
ま
っ
た
。

（
三
）　
小
括

　

第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
い
て
、
原
子
力
と
石
炭
火
力
と
は
、
二
〇
三
〇
年
以
降
も
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
を
担
う
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
者
の
原
発
は
、
既
存
の
軽
水
炉
型
原
発
の
再
稼
働
を
進
め
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
も
、
新
増
設
を

伴
わ
な
い
限
り
二
〇
三
〇
年
以
降
に
原
発
を
「
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
再
稼
働
・

新
増
設
に
は
余
り
に
数
々
の
リ
ス
ク
・
難
問
が
控
え
て
お
り
、
到
底
現
実
的
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
後
者
の
石
炭
火
力
は
、
地
球

環
境
の
視
点
か
ら
み
て
、
わ
が
国
は
高
効
率
プ
ラ
ン
ト
を
含
め
順
次
撤
退
（
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
）
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
結
果
、
二
〇
三
〇
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
、
原
子
力
及
び
石
炭
と
も
に
ゼ
ロ
の
前
提
で
シ
ナ
リ
オ
を
構
築

す
べ
き
と
き
に
あ
る
。

　

第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
描
く
シ
ナ
リ
オ
と
、
本
稿
の
描
く
い
わ
ば
最
悪
シ
ナ
リ
オ
（T

he�w
orst�senario

）
の
落
差
が
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ど
う
し
て
生
じ
た
の
か
。

　

原
発
に
つ
い
て
い
え
ば
、
右
計
画
は
、
余
り
に
楽
観
的
・
希
望
的
観
測
に
終
始
し
、
窮
地
0

0

・
袋
小
路
に
あ
る
原
発
へ
の
危
機
感
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

不
足
0

0

に
よ
っ
て
、
計
画
の
実
効
性
・
実
現
可
能
性
・
工
程
表
も
な
い
ま
ま
で
詰
め
が
甘
い
こ
と
に
よ
る
。
石
炭
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
た
右
計
画
は
、「
待
っ
た
な
し
」
の
地
球
環
境
（
温
暖
化
防
止
）
へ
の
危
機
感
の
不
足
に
起
因
す
る
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
願
い
た

い
が
、
本
稿
の
描
く
シ
ナ
リ
オ
は
、
何
も
原
発
や
石
炭
へ
の
好
き
嫌
い
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
研
究

旗
揚
げ
か
ら
四
〇
年
半
の
キ
ャ
リ
ア
か
ら
国
内
外
の
原
発
及
び
石
炭
の
現
状
を
冷
徹
に
分
析
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
好
む
と
好
ま
ざ
る

と
を
問
わ
ず
、
導
か
れ
て
く
る
確
実
性
の
高
い
帰
結
（real�sim

ulation

）
と
し
て
述
べ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。

　

他
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
懇
談
会
提
言
は
、
二
〇
五
〇
年
シ
ナ
リ
オ
の
設
計
に
際
し
て
「
野
心
的
な
複
線
シ
ナ
リ
オ
」）

11
（

、「
科
学
的

レ
ビ
ュ
ー
メ
カ
ニ
ズ
ム
」）

11
（

を
提
唱
し
、
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
も
こ
と
二
〇
五
〇
年
シ
ナ
リ
オ
に
は
「
全
方
位
の
複
線
シ
ナ

リ
オ
」「
科
学
的
レ
ビ
ュ
ー
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
踏
襲
す
る）

1（
（

。
な
ら
ば
、
な
ぜ
二
〇
三
〇
年
に
つ
い
て
、
科
学
的
レ
ビ
ュ
ー
メ
カ
ニ
ズ

ム
抜
き
の
「
単
線
シ
ナ
リ
オ

0

0

0

0

0

0

」
に
終
始
す
る
の
か
、
説
明
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

国
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
の
根
拠
法
令
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
の
制
定
前
か
ら
「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通

し
」
を
策
定
し
て
き
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
基
本
法
制
定
後
は
、「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

の
下
位
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」「
長
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
見
通
し
」
は
、
何
年

か
経
つ
と
改
訂
さ
れ
る）

11
（

が
、
そ
れ
ま
で
の
「
計
画
・
見
通
し
」
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
政
策
・
財
政
・
誘
導
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
か
、

効
果
は
あ
っ
た
か
、「
実
績
」
と
の
乖
離
が
あ
れ
ば
、
そ
の
原
因
は
何
か
等
の
検
証
、
す
な
わ
ち
事
後
的

0

0

0

「
政
策
評
価

0

0

0

0

」
を
試
み
た

と
い
う
話
は
耳
に
し
な
い
。
事
前
の

0

0

0

「
政
策
評
価

0

0

0

0

」
も
な
い
ま
ま

0

0

0

0

0

に
、
漫
然
と
マ
ン
パ
ワ
ー
・
時
間
・
経
費
を
注
ぎ
込
ん
で
次
の
計

画
・
見
通
し
に
移
行
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、「
♬
こ
の
道
は
い
つ
か
き
た
道
」
で
し
か
な
い
。

　

今
回
の
最
悪
シ
ナ
リ
オ
へ
の
「
覚
悟
」
と
「
備
え
」
を
欠
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
は
「
絵
に
か
い
た
餅
」
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。



38

法学研究 91 巻 9 号（2018：9）

本
稿
の
よ
う
に
二
〇
三
〇
年
に
向
け
て
原
子
力
及
び
石
炭
火
力
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
と
仮
定
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
「
非
現
実
的
で
実
行
不
可
能
」「
大
幅
コ
ス
ト
高
」「
大
幅
供
給
力
不
足
招
来
」「
原
子
力
及
び
石
炭
火
力
の
現
場
で
の
日
夜
の

必
死
の
努
力
を
踏
み
に
じ
る
も
の
」「
味
方
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
裏
切
っ
た
？
」
等
の
非
難
や
嘆
き
・
ぼ
や
き
の
声
が
聞
こ
え
る
。

し
か
し
「
単
線
シ
ナ
リ
オ
」
に
安
住
し
て
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
決
め
込
む
の
で
は
な
く
、
単
な
る
「
予
報
」「
予
測
」
と
い
う
よ
り
数

倍
現
実
化
す
る
確
率
が
高
い
「
原
発
及
び
石
炭
ゼ
ロ
シ
ナ
リ
オ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」
を
予
知
し
こ
れ
に
備
え
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

0

0

0

0

0

・
電
力
需
給
シ
ナ
リ

0

0

0

0

0

0

0

オ0

」
を
作
成
し
国
民
に
提
示
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
そ
が
、
国
の
急
務
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
最
悪
シ
ナ
リ
オ
へ
の
対
処
の
た
め
に
も
、
わ
が
国
に
強0

靭0

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

0

0

0

0

0

0

0

0

が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

電
力
市
場
改
革
の
た
め
の
事
業
法
改
正
が
あ
ま
り
に
先
行
し
、
現
時
点
で
は
い
さ
さ
か
遅
れ
ば
せ
な
主
張
な
が
ら
（
事
故
へ
の
賠
償

問
題
を
抱
え
準
国
有
化
と
い
う
特
殊
事
情
に
あ
る
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
を
別
に
し
て
）
既
存
事
業
者
の
組
織
分
離
（
ア
ン
バ
ン
ド
リ
ン
グ
）
は
、

こ
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
産
業
政
策
的
に
は
、
外
資
の
脅
威
か
ら
国
内
雇
用
を
守
る
た
め
、
あ
る
意
味
独
禁
法
当

局
の
反
対
を
押
し
切
り
、
エ
ー
オ
ン
（E.�non

）
に
よ
る
ル
ア
ガ
ス
（Ruhrgas

）
買
収
（
二
〇
〇
三
年
）
を
承
認
し
た
旧
・
西
ド
イ

ツ
の
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
政
権
が
好
例
で
あ
る
。

　

あ
る
い
は
国
と
し
て
は
、
当
面
全
面
的
に
市
場
競
争
に
委
ね
、
各
社
の
体
力
が
消
耗
し
た
と
こ
ろ
で
自
然
淘
汰
的
に
業
界
が
再
編

成
さ
れ
、
い
ず
れ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
登
場
な
り
寡
占
企
業
化
を
期
待
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
の
場
合
も

独
禁
法

0

0

0

が
ネ
ッ
ク
に
な
り
得
る
。
そ
の
場
合
、「
市
場
（m

arket
）
の
画
定
」
が
一
大
論
点
に
な
ろ
う
。
近
時
独
禁
法
規
制
当
局
が

地
銀
合
併
に
水
を
指
す
例）

11
（

を
み
る
と
、
足
を
引
っ
張
ら
な
い
「
大
人
の
対
応
」
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
7（
）　

経
済
産
業
省
・
前
掲
註
（
12
）・
一
一
頁
。
藤
原
淳
一
郎
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
見
直
し
の
行
方
―
デ
ジ
タ
ル
思
考
か
ら
ア
ナ
ロ

グ
思
考
へ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
再
検
討
に
求
め
ら
れ
る
視
点
」『
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
』
二
〇
一
一
年
五
月
号
一
六
頁
の
論
題
も
、
ほ
ぼ
同
旨
で
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あ
り
、
至
極
当
然
で
あ
る
。

（
80
）　

経
済
産
業
省
・
同
右
・
一
五
頁
。「
科
学
的
レ
ビ
ュ
ー
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
ど
う
生
か
し
、
ど
の
よ
う
な
手
順
で
ど
う
ま
と
め
る
か
と

い
う
、
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス
の
み
な
ら
ず
、
政
策
決
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
欠
落
し
て
い
る
。
過
去
の
政
策
評
価
、
現
状
認
識
、
近
未
来

予
測
に
「
科
学
」
は
あ
り
得
て
も
、
政
策
決
定
は
あ
く
ま
で
民
主
的
手
続
を
ふ
ん
だ
上
で
の
政
治
的

0

0

0

「
決
断
0

0

」
過
程
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

提
言
に
は
、
政
策
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

0

へ
の
言
及
が
一
切
な
い
。
他
方
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・
前
掲
註
（
11
）・
九
〇
頁
、
閣

議
決
定
・
前
掲
註
（
2（
）・
九
二
頁
は
「
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化
と
双
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
」
を
う
た
う
が
、

そ
の
具
体
案
は
「
国
民
目
線
」（
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・
八
九
頁
）
か
ら
は
距
離
が
あ
り
、
♬
上
か
ら
マ
リ
コ
な
ら
ぬ
「
上
か

ら
目
線
」
の
感
が
強
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
限
ら
ず
政
策
決
定
過
程
へ
の
提
言
は
、
藤
原
・
前
掲
註
（
14
）・
二
八
〇
―
二
八
三
頁
参
照
。

（
81
）　

総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
・
前
掲
註
（
11
）・
九
一
、
九
三
、
九
四
頁
、
閣
議
決
定
・
前
掲
註
（
2（
）・
九
三
、
九
六
頁

（
82
）　

あ
る
意
味
原
子
力
は
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
六
月
、
鳩
山
民
主
党
内
閣
時
代
下
で
策
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
上
、
原
子
力
を
重
視
し
、
同
月
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
資
料
で
は
、
二
〇
三
〇
年
時
点
の
電
源
構

成
で
原
発
は
設
備
容
量
は
約
二
割
だ
が
発
電
電
力
量
の
約
五
割
と
し
て
い
た
。
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
編
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
』
一
六
、

一
一
二
頁
（
経
済
産
業
調
査
会
、
二
〇
一
〇
）。

　

と
こ
ろ
が
原
発
事
故
の
翌
二
〇
一
二
年
九
月
、
本
稿
三
（
一
）
ハ
で
述
べ
た
野
田
内
閣
の
閣
議
決
定
で
、
二
〇
三
〇
年
時
点
で
原
発
ゼ

ロ
を
政
策
目
標
と
大
逆
転
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
本
稿
三
（
一
）
ハ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
政
権
交
替
後
の
第
四
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に

よ
り
原
発
は
復
権
し
た
。
と
こ
ろ
が
橘
川
教
授
が
前
掲
註
（
47
）
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
回
の
第
五
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
も
っ

て
し
て
も
原
発
の
真
の
復
権
は
困
難
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
ま
ま
「
自
然
体
」
で
い
く
と
、
皮
肉
な
こ
と
に
野
田
内
閣

0

0

0

0

が
予
言
0

0

し
た
よ
う
に
、

二
〇
三
〇
年
時
点
で
原
発
が
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

（
83
）　

も
っ
と
も
「
長
崎
の
地
銀
合
併
統
合
承
認
へ
・
ふ
く
お
か
Ｆ
Ｇ
・
一
八
銀
・
公
取
委
が
最
終
調
整
」
二
〇
〇
一
八
年
八
月
一
日
付
日

本
経
済
新
聞
一
、
七
面
が
あ
る
。

�

（
以
下
、
次
号
）


